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初夏吋

第２３回道腎協定期総会小樽大会開催

有珠山噴火と透析患者への義援募金活動

「ラベンダー」

北海道腎臓病患者連絡協議会

撮 影 村本徳隨
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北
海
道
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

へ
八
日
の
皆
様
L
)
ん
に
J
r
は
､
こ
の

度
に
勺
1
;
)
幣
脇
の
軸
L
J
し
て
L
･
j
;
勅
の

小
心
と
な
り
'
会
長
と
し
て
こ
L
1
雌

い
た
だ
い
た
･
:
市
崎
基
氏
か
'
体
調
小

･
Z
に
上
り
退
什
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
､
急
き
-
､
そ
の
稔
を
引
き
糾
ぐ

こ
と
に
か
･
i
り
ま
し
た
ー
と
う
そ
上
ろ

し
/
＼
お
願
い
い
た
し
ま
す
(

さ

て

私

は

､

1

9

7

日

:

に

透

析

増
人
L
t
　
今
年
L
C
H
で
渦
洲
叫
に
な

り
生
し
た
｡
T
-
=
7
巾
嫡
透
析
は
人
｢
.

鈴

　

木

　

啓

　

三

腎
臓
と
い
わ
れ
て
い
て
ー
効
T
,
T
が
悪
い

機
船
と
週
2
回
透
析
な
と
で
食
事
符
和

も
厳
し
く
､
余
命
2
-
3
叶
と
い
わ
れ
､

医
療
背
で
も
す
て
に
惟
康
保
険
が
越
川

さ
れ
､
什
会
保
険
本
人
は
仙
山
科
で
し
た

が
､
そ
の
･
:
#
族
は
L
r
:
+
7
=
 
'
凶
代
健
康
保

険
で
は
本
人
･
家
族
共
に
3
割
の
白
己

負
山
が
あ
り
､
ー
缶
=
切
れ
=
が
1
前
山

切
れ
口
｣
　
と
い
わ
れ
る
税
､
医
旅
費
が

か
か
り
生
し
た

ま
た
'
透
析
機
器
の
牧
も
少
な
く
､

以
=
州
か
･
;
適
析
し
て
い
る
心
b
C
が
し
く

な
(
た
り
し
て
機
桝
が
巧
く
の
を
､
多

く
の
む
者
が
杓
っ
て
い
て
､
社
ヘ
ム
に
必

■
俊
と
E
小
わ
れ
る
人
か
ら
仙
界
に
通
析
導

入
y
J
れ
て
い
ま
し
た
J

こ
の
様
な
状
況
の
な
か
'
1
9
7
-

.
T
に
全
日
=
幣
臓
病
患
石
が
災
ま
り
(
-

腎
帆
を
縦
成
し
.
患
N
:
山
身
が
各
く
の

同
会
議
=
日
や
医
療
･
福
祉
関
係
者
な
と

の
こ
蜘
力
に
よ
り
､
国
会
請
願
や
各
竹

庁
な
と
れ
政
へ
交
渉
に
あ
た
り
､
身
体

障
T
E
者
I
i
I
噛
　
(
前
便
心
身
障
ヰ
‥
b
C
性
癖

費
助
成
制
度
)
　
の
適
川
に
な
り
､
透
析

の
恢
療
幾
日
己
負
担
は
仙
川
く
な
り
透
析

機
W
p
M
は
と
ん
と
ん
普
及
し
て
い
き
ま
し

た
　
こ
の
'
=
寸
描
劃
し
て
く
れ
た
光
背
患

者
L
=
勅
家
の
｢
什
命
を
か
け
た
J
L
J
　
[
つ

て
も
過
日
で
な
い
机
動
に
よ
っ
て
､
現

れ
私
達
は
数
々
の
医
療
や
福
祁
制
度
の

E
I
j
血
を
受
け
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す

し
か
し
凶
　
(
仲
仕
省
)
　
は
､
少
了
高

齢
化
引
会
の
到
来
に
よ
る
財
派
小
姓
の

た
め
と
し
て
､
1
 
0
数
叶
前
よ
り
別
人
ム
保

障
費
の
削
減
を
実
施
し
､
I
c
n
D
C
T
T
i
j
･

の
引
金
'
保
険
本
人
医
擁
館
1
1
7
=
=
J
虫

叫

に

始

ま

り

､

1

9

9

7

:

に

は

2

割

鶴
川
に
な
り
吏
し
た
.
老
人
休
場
に
お

い
て
も
､
1
9
9
0
叶
に
ハ
屯
触
制
が
導

入
さ
れ
'
医
療
費
g
`
郎
負
川
も
少
-

ず
つ
憎
徹
さ
れ
て
い
生
す
r
　
生
た
趨
机

に
お
い
て
も
1
9
7
c
c
勺
に
初
め
て
出

城
費
が
引
き
L
け
ら
れ
て
以
来
､
何
度

も
引
き
L
け
ら
れ
'
牧
I
T
的
上
り
外

来
透
析
料
や
検
査
料
な
と
か
　
部
包

括
化
さ
れ
.
透
析
施
設
の
綿
,
:
.
=
H
を
‖

迫
し
て
い
ま
う
∩

宝
た
他
肘
爪
で
は
'
粥
の
札
巾
ト

が
始
ま
へ
て
い
て
､
定
細
の
臼
.
]
虫

松
や
所
得
制
限
の
潜
入
が
な
さ
れ
て

い
ま
T
｡
本
道
で
も
今
年
度
上
り
市

町
村
へ
の
挺
嫉
費
の
補
肋
率
引
き
下

り
と
､
来
L
<
T
度
か
J
r
の
l
小
村
制
限
の

増
大
を
楯
山
し
て
い
ま
す
.
も
し
も

鵬
が
使
､
ズ
な
い
と
､
外
来
通
析
た
け

で
ら
月
-
力
E
=
'
入
院
や
他
の
医
療

を
う
け
る
と
'
2
-
3
割
の
性
癖
費

を
山
己
t
Z
柑
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
日

払
連
は
今
､
　
仲
通
術
を
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
仲
間
と
し
て
､
私

達
｡
身
の
た
め
だ
け
で
な
く
.
小
平

に
し
て
こ
れ
か
ら
通
析
増
人
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
達
や
､
私
達
の
十

代
や
孫
の
た
め
に
も
､
(
+
腎
秘
や
雛

柄
辻
と
旭
鵬
L
t
　
比
H
様
と
共
に
私
達

の
挺
蛸
や
細
川
を
守
り
ム
H
て
る
L
m
動

を
続
け
て
い
き
吏
L
L
う
J



冒頭あいさつをする岩崎兼道腎協会長

第23回定期総会小樽大会

祝!.メッセージを披毘する　　　歓迎のあいさつをする
AE辺美智子(小柑)さん　　斉藤一子小村後志地方骨太会会長

●

平
成
1
 
2
年
度
道
腎
協
定
朋
総
会
が
5
月
2
 
1
日
凧
､
運
河

の
街
小
樽
市
園
際
ホ
テ
ル
に
於
い
て
､
来
賓
4
名
､
全
道

各
地
か
ら
2
2
0
名
の
会
員
'
家
族
､
関
係
書
の
出
席
の

も
と
開
会
さ
れ
ま
し
た
｡

総
会
は
1
前

1
0
叫
よ
り
掛
札

仰
1
副
会
艮
　
(
釧

路
)
　
の
司
会
で

朋
会
さ
れ
､
亡

く
な
ら
れ
た
諸

先
輩
会
‖
H
の
こ

Ⅴ
(
福
を
祈
っ
て

黙
と
う
が
=
な
わ
れ
生
し
た
｡

例
会
'
に
先
た
(
て

小
樽
後
工
心
地
ガ
腎
友
会
芹
藤
一
イ

〈
人
山
よ
り
歓
迎

の
挨
拶
が
あ
り
､

続
い
て
仙
山
崎
薦

全
山
が
第
㍍
回

道
腎
協
定
捌
総

会
が
こ
こ
小
柄

山
で
糊
催
さ
れ

た
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
致
し
ま

す
.
会
H
H
の
仏

様
力
に
は
村
人
-
l
'

牛
縞
や
､
日
付

生
指
し
人
き
な

制
約
の
中
で
腎

挟
患
総
へ
=
対
策

●

確
･
り
と
向
上
の
た
め
御
協
力
を
戴
き
あ

り
が
と
う
こ
さ
い
ま
す
｡
私
達
は
こ
の
､

命
を
か
け
た
闘
い
の
上
に
1
人
｢
日
の
医

療
福
祉
制
度
が
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
J

X
､
有
珠
山
噴
火
に
什
い
恩
名
さ
ん

に
他
の
透
析
病
院
へ
の
転
院
や
避
難
等

も
見
ら
れ
ま
し
た
が
､
人
き
な
動
揺
も

な
く
ー
ま
た
噴
火
に
伴
う
義
援
金
も
大

変
あ
り
が
と
う
こ
さ
い
生
し
た
じ
　
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
｡

来
繁
の
方
々
か
ら
は
'
新
世
紀
に
向

け
こ
の
人
会
が
会
[
R
皆
様
の
尖
り
の
あ

る
も
の
に
な
る
様
等
の
激
励
の
挨
拶
が

あ

り

､

そ

の

後

'

祝

電

･

メ

ソ

セ

ー

ジ

を
渡
辺
美
智
子
　
(
小
樽
)
さ
ん
よ
り
披

露
さ
れ
､
来
賓
の
方
々
が
退
席
さ
れ
ま

し
た
｡つ

つ
い
て
議
長
凹
の
越
山
に
入
り
近

日
淋
守
　
(
旭
川
)
　
氏
'
金
井
英
樹
　
(
小

悼
)
　
氏
の
向
氏
が
議
長
に
逃
出
さ
れ
議

事
に
入
り
ま
し
た
｡
樗
内
繁
雄
阜
務
局

長
　
(
札
幌
)
　
よ
り
.
平
成
1
 
1
年
度
紙
動

報
r
=
'
村
本
徳
雄
会
計
(
札
幌
)
　
の
平

成
1
 
1
年
度
決
算
報
告
'
庁
柳
正
一
(
旭

川
)
､
棚
肘
ま
ゆ
み
(
札
幌
)
両
会
計
監

査
役
よ
り
監
賓
報
告
が
な
さ
れ
'
3
日

仰
せ
て
1
拝
し
て
相
手
を
も
っ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
｡
緊
急
報
告
と
し
て
天
S
=

塩
　
(
伊
達
)
　
運
営
委
員
よ
り
有
珠
山
噴

火
に
伴
う
報
什
日
が
あ
り
ま
し
た
じ
　
補
足

と
し
て
義
援
金
の
中
間
報
告
が
あ
り
､

5
月
2
1
日
現
在
全
国
よ
り
S
J
力
円
､
道

内
3
0
万
E
=
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
じ
　
又
､

4
月
2
9
日
山
に
は
鈴
木
啓
　
副
会
長
(
札

幌
)
.
佐
藤
利
幽
副
会
長
(
幸
蘭
)
'
三

上
留
美
子
事
務
局
次
長
　
(
札
幌
)
　
の
3

名
で
被
災
地
に
3
=
:
向
き
6
9
名
の
被
災
会

=
H
に
義
援
金
の
.
部
を
渡
し
て
き
た
零

を
報
告
し
休
憩
に
入
り
ま
し
た
じ
　
続
い

て
平
成
1
2
年
度
活
動
力
針
(
莱
)
　
が
鈴

木
副
会
長
か
ら
中
城
1
 
2
年
度
L
欝
(
案
)

を
村
本
会
計
よ
り
提
案
さ
れ
'
質
疑
応

答
の
の
ち
拙
丁
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
ま



小41市長代理　　　　　　　　　道雄全書一点

小袖市福祉eB長　田中　昭ヰ氏　　　　　花岡ユリ子氏

舌動報告をする
37内繋凍事務局長

北海道V移柏手の会
会長　松,1　倍t8氏

透析食崇兼士研究会
会長　佐#　妙子氏

決井報告をする村本徳雄会計　　　　h長EZI左から近江谷守(旭川)､金井美術(小袖)の両氏

会計監査報告をする　　　　　　　　活動方針を悦明する

棚田まゆみ(左)と書棚正一の両氏　　　　　　鈴木啓三71J会長

･I′　池　T/.

即　Lll lJ-*

iJl　降　LIL

人　　泊

様　様　様

(
ご
　
来
　
賓
)

し
た
く

次
に
樺
山
小
結
局
j
J
J
り
規
約
改
･
;

(
塞
)
　
に
つ
い
て
前
回
の
総
会
に
お
い

て
　
部
指
摘
を
や
け
た
佃
小
に
(
い
て

綻
案
が
あ
り
捕
手
で
頼
〃
･
2
さ
れ
ま
し
た
c

r
 
T
い
て
､
h
'
ロ
ー
カ
ン
　
(
案
)
　
を

庶
山
明
雄
運
;
.
=
･
:
杏
=
口
(
-
勝
)
､
総
会
･
日

日
　
(
令
)
　
を
内
山
州
了
さ
ん
　
(
小
牌
)

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
碓
怒
さ
れ
､
拙
丁
で
採

択
さ
れ
ま
し
た

丈
､
役
目
改
堪
　
(
潔
)
　
に
つ
い
て
･
:
小

崎
〈
J
r
長
が
体
調
小
山
の
た
め
什
糊
途
中

《
祝
電
･
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

北
海
道
議
会
議
臼
会
　
_
-
山
党
道
代
会
読

会
に
　
伊
達
　
出
　
様

北
梅
道
議
会
　
道
民
ク
ラ
ブ
議
H
A
,
 
'
様

北
軸
道
議
会
　
道
代
政
策
全
議

会
長
　
仲
村
　
慎
`
様

北
軸
c
h
r
読
会
　
H
T
花
消
化
辿
A
=
議
‖
〈
入

会
止
　
人
山
　
托
　
様

北
軸
+
=
]
議
会
　
公
明
党
議
[
H
川
北
軸
退

儀
会
議
目

前
衆
議
院
議
員

I
∴
〓
;
)
.
 
･
T
ト
i
:
;
;
-
-
〓

肘
凹
法
人
北
海
道
腎
臓
ハ
ン
ク

即
.
-
事
山
　
水
〃
　
=
･
1
_
様

供
療
法
入
社
は
桜
ム
〓
ク
-
エ
ソ
ク

押

小

に

　

両

州

　

　

弘

様

財
団
法
人
北
海
道
耕
柄
漣
　
代
表
理
事

小

目

　

　

降

様

祉
川
法
人
　
乍
国
腎
臓
病
協
議
会

八
,
'
八
　
州
引
･
;
･
l
=
様

小
樽
後
志
地
力
腎
友
会
　
前
会
長

汁
日
　
東
郎
様

扶
桑
匙
‖
川
-
業
株
止
全
日
札
幌
支
L
1

生
爪
J
i
　
及
川
　
和
,
･
枯
枝

森
永
孔
繋
ク
ル
ー
ノ
株
代
人
i
;
ク
リ
二
コ

代
炎
伽
締
托
引
k
　
範
地
　
孝
1
様

株
式
会
什
プ
ロ
ナ
ソ
ク

代
表
批
約
枚
　
熊
L
t
　
カ
.
様



220名の出席で大盛会の会報

役員紹介をする
堀井和彦新副会長

ス口-ガンを読み上げる

兼山明雄運営委員
総会五首をする

西内則子(小柑)さん

退任のあいさつをする
岩崎X会長と奥様

交流会のt後I= "小村の女よ''を大合唱

で
退
任
す
る
市
に
な
り
'
後
任
人
事
が

行
わ
れ
会
長
に
鈴
木
稗
　
刷
八
ム
良
　
(
礼

幌
)
　
が
'
副
会
山
に
研
け
和
戊
ヰ
務
局

次
長
　
(
札
幌
)
　
丈
'
･
:
G
崎
集
会
k
　
(
礼

梶
)
　
は
相
談
役
に
選
附
さ
れ
拍
手
で
承

諾
さ
れ
吏
し
た
〉

桝
井
か
副
会
長
よ
り
役
‥
口
紹
介
が
あ

り
､
拙
r
で
承
認
さ
れ
､
輸
入
新
会
長

に
r
L
j
る
役
員
代
表
と
し
て
挨
拶
が
あ
り

議
長
川
の
解
任
あ
い
さ
つ
の
あ
と
す
へ

て
3
歳
越
を
終
√
し
ま
し
た
C

今
回
の
総
会
に
お
い
て
叫
れ
崎
会
長
が

退
什
う
ろ
に
あ
た
り
､
道
腎
協
と
し
て

感
謝
状
L
J
1
J
=
念
=
E
が
贈
ら
れ
'
小
梢
綬

-
心
地
ん
腎
左
会
よ
り
御
7
7
へ
加
に
感
謝
を

こ
め
て
花
火
を
贈
ら
れ
ま
し
た
｢
　
比
後

に
･
:
.
山
崎
f
H
顔
役
よ
り
会
長
退
け
の
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
後
､
佐
藤
利
刷
副
ム
八
良

(
宅
蘭
)
　
の
例
会
の
挨
拶
で
無
車
終
わ

り
ま
し
た
〔

3
:
食
後
､
今
回
は
患
古
間
同
上
心
の
和

を
モ
ッ
ト
ー
に
小
梢
巾
の
福
祉
ハ
ス
も

●

協
力
し
て
い
た
た
き
小
梢
観
光
を
′
け
い
､

北
　
川
十
や
T
,
イ
カ
ル
小
樽
等
を
j
l
て

し
､
1
追
い
山
,
j
い
侶
つ
く
り
に
な
り
ま
し

た

d
;
の
交
流
会
は
同
ホ
テ
ル
に
お
い

て
1
後
6
時
よ
り
1
2
7
名
の
参
加
に

上
り
小
柄
の
伝
統
H
`
ム
能
を
披
講
し
て
い

た
た
く
な
と
く
､
ゲ
ー
ム
な
と
が
あ
り

大
水
丸
楽
し
い
1
時
を
過
こ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
U

小
樽
後
志
地
力
幣
友
会
の
古
億
　
-

会
艮
は
じ
め
役
=
Z
'
会
員
の
比
H
様
に
は

i
.
回
の
総
会
に
は
非
々
な
ら
ぬ
=
1
=
労
が

あ
っ
た
と
E
,
S
い
ま
す
｡
お
か
け
さ
ま
で

人
成
功
に
終
わ
る
紫
が
で
き
'
厚
く
御

礼
申
し
し
け
ま
す
り

《
県
　
　
腎
　
　
協
》

告
森
県
.
･
:
心
手
I
l
i
f
∴
E
t
城
県
'
秋
山
E
;

山
形
県
'
福
島
県
'
心
川
鵜
.
茨
城
県
､

枇
人
3
拙
.
群
馬
県
､
坊
Ⅰ
肘
､
下
帯
県
､

東
京
都
'
神
奈
川
E
J
f
､
I
;
梨
鵜
､
良
即

県
ー
新
潟
県
､
祐
山
脈
'
岐
阜
県
'
静

帆
;
1
'
愛
知
鵜
'
胤
滋
賀
県
'
京
都
榊
､

人
阪
府
∵
央
煉
県
'
八
小
山
鵜
.
j
J
?
肋
県
へ

仰
山
;
J
f
､
仏
馬
県
､
山
日
射
'
徳
島
県
､

杏
川
L
I
E
､
愛
媛
射
､
向
知
県
､
佐
賀
3
1
'

良
崎
県
､
熊
本
県
､
人
分
県
､
･
V
I
崎
爪
､

鹿
児
島
E
J
;
'
沖
縄
県
､
島
根
択

(
以
上
'
4
2
都
府
県
腎
胞
等
)

《
展
示
に
ご
協
力
頂
い
た
メ
ー
カ
ー
》

○
為
れ
エ
ー
･
エ
ス
ー
シ
ー
㈱

○
㈱
`
和
化
学
研
究
所

○
オ
ン
キ
ョ
ー
リ
ー
フ
㈱



転麺
ブロック会議風景

圃
北
海
造
言
ツ
タ
蓋
聾

平
成
1
 
2
年
4
月
1
 
5
･
1
 
6
日
の
両
日
北
海

道
難
病
セ
ン
タ
ー
(
札
幌
市
)
に
於
い

て
全
道
各
地
の
地
域
患
者
会
組
織
よ
り

幹
事
な
ど
役
員
3
3
名
が
出
席
し
第
4
8
回

北
海
道
フ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
｡

桝
=
叫
務
局
次
長
の
剛
史
J
S
総
拶
が

あ
り
謂
先
雑
の
逝
上
を
悼
み
八
十
日
で
黙

と
L
T
を
締
り
L
B
へ
鮎
を
折
り
ま
し
た

山
り
崎
集
会
良
は
体
凋
十
･
代
の
た
め
欠

柵
し
~
ヘ
ム
良
代
=
山
鈴
木
節
　
制
会
良

の
挨
拶
で
･
L
J
r
 
J
珠
川
嶋
火
で
の
被
災

満
に
対
し
て
幕
命
析
軌
を
れ
う
､
文
'

粍
味
軸
酬
の
L
･
J
か
で
は
ダ
イ
ソ
ー
ノ
イ
　
　
旭

7
-
が
引
き
卜
け
に
な
り
､
道
で
は
2

日
o
O
勺
か
､
r
5
:
川
に
わ
た
り
件
糠

費
補
助
率
を
卜
け
る
こ
と
で
検
討
に
入
っ

た
　
4
-
緒
出
井
八
人
の
t
･
S
動
が
た
め
さ
れ

る
時
で
あ
る
こ
と
等
が
話
さ
れ
ま
し
た
.

小
目
稚
;
.
=
{
春
日
(
八
小
牧
)
を
議
k
　
　
椎

に
選
出
し
議
越
に
入
り
､
緊
急
相
似
=
と

し
て
巾
珠
山
鳩
火
脚
係
の
紬
り
=
が
･
<
沼

運
営
委
[
に
(
伊
達
)
よ
り
あ
り
ま
し
た

?

0
1
 
2
〃
小
長
宛
に
草
介
碓
透
析
心
b
G

に
対
す
る
磐
甥
占
挺
H
o

f

U
巾
へ
公
的
介
滴
保
険
に
対
す
ろ
消

Ti:=ht:A.

5
ヘ
ム
派
を
廻
り
紳
介
議
H
T
'
に
な
(

て
も
ら
う
上
う
お
願
い
し
た
L

c
平
成
1
 
1
咋
度
地
域
保
健
は
勅
推
進

小
瀧
に
係
わ
る
旭
緋
へ
八
旗
の
開
仰

C
患
者
会
独
臼
の
入
会
案
内
を
作
り

八
八
人
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
生
T

が
ー
難
し
い
状
況
で
す
3

内

C
9
月
社
会
福
祉
協
議
会
⊥
僻
に
よ

る
ふ
れ
p
i
め
い
止
城
に
て
食
=
…
ハ
サ
ー

を
開
催
C萌

○
巾
は
障
轄
片
ア
ラ
ン
実
施
引
画
を

γ
成
1
2
叶
峰
か
.
]
I
H
勺
性
圭
で
7

苫

働
き
か
け
を
し
て
い
る
.

甫

0
8
月
5
･
6
日
の
難
病
連
全
道
集

会
所
鮒
開
催
に
向
け
て
耶
臓
部
会
'

と
し
て
恢
瞭
講
演
を
L
t
.
j
L

小

　

牧

0
円
別
叫
･
j
病
院
会
'
臼
は
1
 
7
名
に
な

り
T
血
は
=
･
=
小
牧
幣
女
会
の
門
別

支
部
の
上
う
な
彬
で
指
導
し
ま
す
r

0
 
l
机
の
研
修
会
に
お
い
て
食
中
中

に
先
日
の
1
人
が
{
3
逝
さ
れ
生
し

た
目
　
地
九
を
離
れ
て
の
=
や
に
(
-

緒
の
対
処
が
搬
越
で
あ
る

冊

0
6
日
上
り
油
･
Z
支
援
≠
梁
を
開
始

十
定
､
現
存
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
薫
T

u
伊
婚
地
T
.
1
腎
人
へ
1
4
で
は
3
日
=
;

白
珠
H
t
噴
火
に
よ
り
市
町
村
で
は

人
粘
乱
で
透
析
出
石
3
乍
目
迎
雌

し
て
い
る
か
心
配
で
し
た
が
､
今

日
無
小
他
施
湖
に
て
1
E
l
t
L
け
入
れ
､
;

れ
て
い
る
】

川
　
各
地
域
愚
者
会
粗
糖
活
動
報
告

札

　

　

　

幌

C
川
月
=
‖
州
結
成
2
5
同
年
記
=
念
i
f

仙
及
び
祝
鶴
会
槻
僻
-

●

叶
を
か
け
推
進
を
凶
っ
て
い
く
L
　
　
十

八
止

0
羽
幌
で
は
他
者
会
の
氾
動
と
し
て

ホ
務
L
i
T
設
問
を
目
指
し
て
i
C
政
に

●

o
病
院
の
姓
名
会
な
の
で
.
〓
瀬
に
出

場
し
て
く
れ
る
H
川
-
訓
令

勝

C
解
務
巾
設
:
h
a
女
.
1
定
日

C
新
年
度
に
向
け
仝
‥
日
の
比
人
　
(
目

標
4
0
0
名
)
.
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釧

　

　

　

路

C
l
>
成
1
 
1
年
1
2
月
別
日
付
で
弟
-
屈

町
シ
リ
カ
ク
-
ニ
ッ
タ
例
院
り

患
者
3
C
令
は
釧
路
市
内
病
咋
院
へ

分
散
通
院
･
入
院
D

O
透
析
患
者
へ
の
通
院
交
通
費
増
額
に

つ
い
て
今
権
も
巾
へ
働
き
か
け
る
c

O
柴
介
護
透
析
古
へ
の
巾
独
･
H
の
通

院
介
助
事
業
を
要
望
す
る
｡

北

　

　

　

見

〇
第
2
 
1
円
蛮
6
地
区
交
流
会
を
ニ
⊥
.
-

阿
寒
ホ
ケ
ル
に
て
5
6
名
川
席
｡

0
北
妃
{
十
戒
1
 
2
年
6
月
よ
り
心
肺

b
=
身
障
者
ハ
ス
無
料
化
決
定
｡

オ
ホ
ー
ツ
ク

○
小
清
水
赤
-
字
病
院
の
送
迎
ハ
ス

運
行
が
1
2
月
9
日
よ
り
毎
日
(
日

曜
日
の
ぞ
く
)
　
に
な
り
ま
し
た
｡

紋

　

　

　

別

0
交
流
会
を
引
向
し
て
も
参
加
者
が

い
な
い
.

夕

　

　

　

張

○
透
析
-
治
医
2
令
転
勤
の
た
め
副
院

良
と
外
科
恢
師
が
相
当
し
て
い
る
｡

江

　

　

　

別

○
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
過
3
回
の
患

者
は
帥
枚
､
f
E
1
2
回
の
%
'
著
は
判

枚
に
増
え
ま
し
た
(

●
し

0
終
わ
ヰ
に
は
役
員
の
み
し
か
析
動

し
て
い
な
い
｡

根

　

　

　

室

0
引
会
L
T
T
に
入
会
案
･
<
;
を
郵
送
し
た

結
果
6
新
人
会
t
 
A
-
篠
も
定
期
的

に
呼
び
か
け
る
.

必
　
全
腎
協
理
事
会
報
告

〇
日
治
体
の
財
政
状
況
の
悪
化
の
中

で
郁
心
知
を
中
心
に
2
0
0
0
什

度
T
L
等
編
成
に
関
係
し
て
都
道
肘

県
和
独
の
性
癖
助
成
の
見
直
し
が

す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
｡

C
有
珠
山
崎
火
に
伴
い
(
+
腎
臨
仙
井

会
長
が
4
J
J
1
2
日
来
遺
し
見
舞
を

か
ね
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
｡

丈
､
仝
腎
協
と
し
て
義
援
募
金
を

H
う
｡

o
全
腎
依
存
咋
交
流
会
が
喫
遺
後
で

日
月
2
･
2
7
日
行
わ
れ
る
-

北
軸
退
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
2
令
分

の
参
加
費
用
が
計
卜
さ
れ
て
い
る

※
坪
車
会
報
告
は
資
料
を
添
付
し
押

し
て
は
し
い
と
の
指
摘
が
あ
り
生

した∪

矧
　
全
腎
協
第
1
 
1
回
通
常
総
会
報
告

叩
収
ほ
牛
3
月
ー
･
1
2
日
巾
日
東

･
加
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
弛
張
に
て
人
L

国
外
フ
ロ
ソ
ク
の
引
‥
口
･
押
車
7
2
名

●

が
榊
僻
さ
れ
ま
し
た

フ
ロ
ッ
ク
細
山
∵
即
事
会
報
山
=
･

会
計
報
告
な
と
れ
な
わ
れ
丈
ー
承
認

事
項
･
確
認
領
項
の
質
鮎
応
答
が
あ

り
終
了
し
ま
し
た
｡

㈱
　
第
2
9
次
国
会
請
願
報
告

北
海
道
か
ら
5
名
参
加
し
請
願
を

し
ま
し
た
;
　
詳
細
は
別
掲
　
(
p
l
)
∩

倒
　
平
成
1
 
1
年
度
第
3
回
運
営
会
議
報
告

平
成
1
2
叶
3
E
7
2
･
2
6
日
北
純
道

鵜
柄
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
1
 
7
新
の
山

僻
で
第
2
回
定
期
総
会
議
案
書
及
び

規
約
　
部
改
正
に
つ
い
て
報
〃
日
が
あ

り
生
し
た
.

㈲
　
第
2
3
回
遺
骨
協
定
期
総
会
議
案
書

に
つ
い
て

γ
成
1
 
1
勺
度
は
動
報
;
I

･

　

　

沢

筒

袖

止

=

'
.
:
｣
､
.
‥
;
=
-
=
･
.

ヤ
成
1
 
2
勺
度
は
動
力
針
　
(
案
)

･

　

　

r

簡

　

(

莱

)

役
員
　
部
改
選
　
(
案
)

規
約
　
洲
改
J
　
(
案
)

ス
ロ
ー
カ
ン
　
(
莱
)

総
会
甘
.
一
口
　
(
莱
)

仰

　

そ

　

の

　

他

U
H
l
G
崎
会
長
体
調
不
良
の
た
め
∧
-
午

の
小
幡
総
会
を
最
後
に
退
作
の
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
｡
退
任
権
は

相
談
役
に
鹿
化
｡
会
良
後
任
に
残

什
期
間
の
平
成
1
 
2
年
度
を
鈴
木
F
i

会
長
が
戯
作
｡
ー
し
く
平
成
1
 
2
咋

度
の
副
会
長
に
耶
升
事
績
k
?
次
長

が
就
什
(
会
長
に
専
政
あ
る
以
(
;

代
行
す
る
)
'

0
第
2
3
回
迫
腎
脇
総
会
小
横
大
会

平
成
1
2
年
5
月
2
 
1
日
州

場
所
　
小
樽
国
際
ホ
テ
ル
　
(
小

樽
駅
前
)

前
日
訓
日
出
は
1
6
時
よ
り
ブ
リ
ン

ク
会
議
開
催
'
そ
の
後
交
流
会
開

催
を
予
･
:
止
c

c
遺
腎
胞
と
し
て
巾
珠
I
;
噴
火
被
災

会
H
H
に
対
す
る
義
援
=
#
金
帆
力
の

お
願
い
を
し
生
し
た
｡

掛
札
副
会
長
の
例
会
の
あ
い
さ

っ
て
無
事
終
わ
り
ま
し
た
｡

以
し
､
2
日
間
に
わ
た
っ
て
大
変
こ

片
方
様
で
し
た
｡

(
報
告
　
滞
内
繁
雄
)

器
-
の
賀
鮎
の
後
､
全
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
｡



(表1)被保険者･受給者･保険料･利用料

｢~　㈱日..I　｢

役
員
研
隻
.
i
.
 
I
.
p

『
介
覆
捲
険
元
年
～
介
護
係
険
制
度
と

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
』

札
幌
市
東
区
ク
ラ
ー
ク
病
院
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

所

　

長

　

宮

　

川

　

亮

一

(
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
･
介
捜
支
捷
専
門
員
)

誰
も
が
必
丁
厄
前
す
る
肉
槻
'
ま
た

け
本
･
<
･
;
叶
の
B
i
]
い
　
勺
輪
か
締
た
絶

S
収
1
/
の
小
安
普
閃
し
1
な
っ
て
い
る
介

.

･

T

l

.

.

･

〓

∴

■

･

i

　

･

･

'

/

.

　

(

.

-

･

/

1
 
2
牛
-
八
か
ら
胤
.
〓
y
)
れ
る
介
娼
保
険

制
叱
て
T
 
I
L
糠
付
純
L
L
H
様
に
保
碗

料
を
柵
机
.
介
滴
が
必
母
に
な
(
た
城

へ
日
に
山
川
介
渦
　
(
ホ
ー
ム
ヘ
ル
ハ
ー
)

∵

∴

　

〓

-

.

-

　

■

　

∵

㌧
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【
4
0
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
対
象
と
な

る
た
め
に
は
､
つ
き
の
特
定
疾
病
で
あ

る
と
医
師
が
証
明
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
｡
　
初
老
期
の
蜘
i
E
､
脳
血
管
暗
T
[
.

肌
萎
剛
性
側
索
硬
化
如
.
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
､
件
髄
小
脳
変
M
肺
､
ン
･
L
イ
･

ト
レ
-
カ
ー
症
喉
群
､
糖
媒
病
性
腎
症
､

触
媒
柄
性
網
帽
椛
､
糖
収
病
作
神
経
帽

+
=
､
仰
基
性
動
脈
純
化
如
'
慢
性
桝
寒

竹
姉
妹
患
､
両
側
の
膝
関
節
ま
た
は
股

関
節
に
=
*
し
い
変
形
を
伴
う
変
形
作
問

肺
肝
､
慢
性
槻
節
リ
ユ
ウ
マ
ナ
､
後
縦

相
伴
=
.
1
化
小
､
育
小
紙
1
秋
和
症
､
骨
粗

髭
州
に
上
る
骨
折
､
ウ
ェ
ル
ナ
ー
症
候

梓】●
保
険
料
と
額
と
支
払
方
法

平
成
‖
中
川
月
2
J
=
､
介
碓
保
険
制

促
に
関
す
る
与
党
3
牝
申
し
入
れ
が
あ

り
､
･
=
Z
齢
i
E
保
険
料
の
判
別
措
旧
及
び

恢
癖
保
険
満
対
策
に
要
す
る
肘
掛
は
I
l

が
負
川
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
く
　
そ

の
内
山
;
{
は
次
の
辿
り
で
す
C

6
5
歳
以
1
の
第
1
口
1
被
保
険
者
　
半

成
1
 
2
年
9
月
ま
で
の
†
叶
問
は
､
徴
収

せ
ず
そ
の
わ
を
凹
で
負
抑
す
る
｡
そ
の

後
の
平
成
1
 
2
年
川
月
か
ら
の
1
年
間
に

つ
い
て
も
､
･
仙
齢
石
の
保
険
料
を
締
過

的
に
は
畔
減
す
る
り
　
(
心
町
村
こ
と
小
村

●

段
附
に
応
じ
た
5
段
断
の
保
険
料
が
設

け
ら
れ
ま
す
〕
)

保
険
料
の
支
払
は
.
仔
細
1
8
七
日
以

卜
の
名
齢
･
退
職
t
T
食
官
給
i
;
は
.
午

金
か
ら
の
特
別
徴
収
　
(
い
わ
ゆ
る
大
引

杏
)
を
す
る
は
か
､
そ
れ
以
外
の
人
は
'

巾
町
利
が
佃
別
に
架
め
ま
す

州
歳
か
▲
㌧
6
4
歳
ま
で
の
第
2
号
保
険

b
C
は
､
介
護
保
険
状
の
施
わ
に
伴
う
医

瞭
保
険
者
の
負
い
の
う
ち
､
比
に
混
入

医
糠
で
負
川
-
て
い
る
分
を
除
い
た
負

担
分
の
1
年
分
に
つ
い
て
､
個
々
の
保

険
b
=
の
肘
政
文
暖
を
わ
い
､
全
体
と
し

て
､
新
た
な
色
相
増
を
お
さ
え
る
こ
と

と
な
っ
た
｡

保
険
料
の
･
b
J
仏
は
､
そ
れ
ぞ
れ
加
入

す
る
1
#
療
保
険
制
度
に
基
T
き
保
険
料

が
設
定
さ
れ
る
l
　
般
の
医
療
保
険
と

`
灯
し
て
支
払
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
'

人
-
糊
で
プ
ー
ル
さ
れ
た
上
で
外
心
叫
小

に
低
率
で
･
父
付
さ
れ
る
と
い
う
取
り
扱

い
に
な
り
生
す
｡

●
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
､
ま
ず
要

介
護
認
定
の
申
請
を
/

兇
介
膿
状
態
に
あ
る
人
(
懲
介
消
音
)
､

又
は
要
介
繕
状
態
と
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
状
態
の
人
　
(
尊
･
h
J
接
片
)
　
に
対
し
て

保
険
か
ら
サ
ー
ヒ
ス
が
わ
な
わ
れ
ま
す
｡

●

そ
の
場
A
U
､
サ
ー
ヒ
ス
を
せ
け
る
べ
き

状
態
に
あ
る
か
､
ま
た
､
そ
の
介
諸
の

必
盟
な
柑
度
を
肺
〟
叶
う
る
た
め
に
､
雪

介
溜
認
定
が
行
な
わ
れ
ま
す
し
　
こ
こ
か

ら
-
す
べ
て
が
始
ま
り
ま
す
〉
　
(
炎
2
)

×
申
請
は
､
本
人
､
家
族
が
行
う
の
が

原
則
で
す
が
､
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

等
で
代
行
申
請
を
行
う
事
が
可
能
で
す
｡

《
手
　
順
》

J
　
対
象
と
な
る
人
の
心
身
の
状
況
に

関
す
る
調
査
　
(
巾
:
1
相
川
=
T
職
】
R
)

鮎
唄
H

f
J
.
⊥
治
挺
　
(
供
師
)
　
の
意
見
書

※
右
記
を
参
考
に
巾
叫
村
に
設
置
さ

れ
る
介
護
認
定
解
密
会
が
審
査
判

定
を
わ
う
｡

構
成
メ
ン
バ
ー
　
保
健
･
恢
療
･

福
祉
の
中
門
家
に
上
っ
て
構
成
さ

れ
る
約
3
有
機
間

諜
定
番
査
は
r
　
次
判
定
｣
　
(
訪

問
調
t
E
柴
'
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
判
定
)

｢
　
次
判
定
｣
　
(
料

記
=
事
1
L
E
I
　
｣
治
I
a
の
意
見
#
)
　
で

判
断
さ
れ
ま
す
｡

誹
　
こ
の
結
果
に
某
､
つ
き
､
小
町
付
が

認
定
を
=
い
ま
す
｡
(
申
請
を
し
て
か

ら
訓
〓
以
内
で
決
定
し
ま
す
｡
)
認
定

糾
果
通
知
が
申
請
者
に
送
ら
れ
ま
す
-

※
認
定
結
果
に
不
服
が
あ
る
場
へ
u
L
J
f

北
海
道
で
設
催
し
た
介
護
保
舵
解

査
会
に
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
｡

●
申
請
で
き
る
人
は
?

･
槻
れ
サ
ー
ヒ
ス
を
利
用
し
て
い
る

人
の
ほ
と
ん
と
が
申
請
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し

(
れ
七
サ
ー
ヒ
ス
･
施
設
サ
ー
ヒ

ス
を
利
用
し
て
い
る
場
合
｡
)

･
〈
J
　
サ
ー
ヒ
ス
を
利
川
し
て
い
な

く
て
も
､
サ
ー
ヒ
ス
の
必
要
を
感

じ
た
ら
申
請
す
る
け

･
申
請
の
鹿
本
は
､
本
人
か
家
族
だ

け
れ
と
　
近
く
の
支
援
事
業
L
c
な

ど
に
依
軸
す
る
｡

※
申
請
を
し
た
ら
よ
い
か
と
う
か
迷
T

た
域
人
=
は
､
ま
ず
は
専
門
家
に
仙

談
す
る
こ
と
｡

●
申
請
手
続
き
の
方
法

･
申
請
書
は
､
仕
民
柴
の
あ
る
小
判

村
役
場
で
行
い
ま
す
｡

●
訪
問
調
査
の
準
備
は
?

･
訪
問
日
は
､
申
請
か
ら
　
週
間
が

ト

.
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(表2)要介護認定の申請から認定までの流れ
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引X

･
調
査
に
は
､
現
状
を
わ
か
T
で
い

る
人
に
｣
け
ち
人
目
つ
て
も
ら
う
(

･
日
常
的
な
状
態
を
明
確
に
調
査
‥
H

に
仏
え
る
こ
と
が
市
費
｡

●
主
治
医
の
意
見
書

日
常
的
に
か
か
っ
て
い
る
医
.
C
=
t
f
に
記

載
し
て
も
ら
い
ま
す
C
　
か
か
り
つ
け
_

師
が
い
な
い
場
A
U
､
小
町
付
窓
口
か
ら

紺
介
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
い

(
診
紫
を
せ
け
る
の
が
前
提
)

●
介
護
保
険
証

保
険
･
=
E
l
I
は
平
成
1
3
･
T
T
バ
1
日
か
ら
､

6
十
月
間
巾
効
と
な
り
､
3
月
七
に
は
､

被
保
険
者
の
も
と
に
各
市
町
付
か
ら
郵

送
さ
れ
ま
す
ー
氏
名
､
咋
齢
､
被
保
険

省
番
=
リ
､
恕
介
護
認
定
結
果
､
認
定
審

社
会
で
書
か
れ
た
特
T
7
,
=
事
項
､
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
城
を
依
根
し
て
い
る
支
援
事
業

仰
な
と
が
記
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
1
｢

●
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
べ
る
か
?

番
査
判
定
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
6
段
階
の
ラ
ン
ク
が
決
ま
り

ま
す
　
要
介
讃
保
険
者
は
.
在
宅
･
施

設
巾
面
に
わ
た
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
､

要
支
援
b
=
に
は
要
介
護
状
態
の
雅
牡
を

L
n
;
す
る
観
点
か
ら
在
七
サ
ー
ヒ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

介
護
保
険
で
は
､
利
E
e
希
が
自
ら
の

苗
脚
心
に
姓
つ
い
て
､
利
用
す
る
サ
ー
ヒ

ス
を
選
択
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決
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と
が
版
木
r
1

な
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利
E
E
者
の
心
身
の
状

況
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ヒ
ス
を
引
-
i

的
に
粒
状
す
る
た
め
ー
中
門
‥
氷
で
あ
る

介
護
支
援
中
門
H
(
ケ
ア
マ
ネ
ー
ン
ヤ
ー
)

が
介
讃
サ
ー
ヒ
ス
計
1
r
;
i
(
ケ
ア
フ
ラ
ン
)

を
作
成
し
'
サ
ー
ビ
ス
選
択
と
利
用
を

支
援
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
吏
す
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《
介
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h
r
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石
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か
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介
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(表3)要介護者･要支援者の利用できるサ-ビス
身
の
問
題
状
況
を
把
搬
し
ま
す

そ
の
紙
紫
を
も
と
に
､
本
人
や
家

族
の
泰
山
も
村
な
が
ら
､
サ
ー
ヒ
ス

杜
=
I
舟
会
議
に
お
い
て
奴
の
介
滴
サ
ー

ヒ
ス
計
画
を
作
成
し
ま
す
【

そ
の
内
不
に
つ
い
て
本
人
の
嫉
け
紙

を
得
て
正
式
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
決
ハ
止

●

し
ま
す
｡

介
湛
保
険
で
電
け
ら
れ
る
サ
ー
ヒ

ス
は
炎
3
の
と
お
り
で
す
｡

●
保
険
料
以
外
の
負
担
金
は
?

利
用
満
負
桝
に
(
い
て
は
'
サ
ー
ヒ

n
'
を
利
用
す
る
人
と
し
な
い
人
と
の
負

C
訪
問
介
讃

o
訊
問
人
俗

o
訪
川
･
適
■
加
リ
ハ
ヒ
-
テ
ー

シ

コ

ン

o
訪
帆
布
讃

u
i
E
七
療
養
管
理
指
導

u
H
帰
り
介
護

せ
介
護
斤
…
C
,
知
期
入
所
介
誰

o
痴
呆
対
応
型
共
何
件
析
介
雌

じ
れ
料
B
i
]
人
ホ
ー
ム
<
<
T
T
に
お
け

る
介
減

C
介
讃
老
人
如
祉
施
設

〔
特
別
轟
誰
老
人
ホ
ー
ム
〕

C
介
護
老
人
保
健
施
設

C
介
溜
療
養
叩
供
療
施
設

療
養
型
病
床
群

老
人
M
痴
米
疾
患
療
養

納
棟

介
繕
力
偵
化
病
院
(
施

=
綬
3
勺
間
に
限
ら
れ

ま
す
り
)

U
福
祉
用
3
ハ
の
貸
･
L
 
L
･
購
入
費

㍉

.

 

･

･

/

:

I

0
住
七
改
修
費
の
女
給
(
丁
す

り
､
段
ノ
た
解
消
等
)

日
石
(
た
だ
し
､
蜘
米
対
応
型

=
(
同
姓
姑
介
港
は
対
象
と
な
り

生
せ
ん
｡
)

●

山
の
公
1
E
L
･
 
'
サ
ー
ビ
ス
利
川
に
つ
い
て

費
川
岩
礁
を
も
り
な
ど
の
観
点
か
ら
'

か
か
っ
た
費
用
の
　
割
は
利
用
肴
負
L

と
な
り
ま
す
｡

こ
の
一
割
負
担
が
高
徐
に
な
る
場
人
目
､

高
紬
介
講
サ
ー
ヒ
ス
費
に
よ
り
負
け
卜

限
が
設
定
さ
れ
ま
す
｡
ま
た
'
こ
れ
ら

一
仙
粕
介
消
サ
ー
ヒ
ス
費
の
韮
叩
領
と
標

準
負
印
紙
の
設
定
に
は
､
配
慮
が
行
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
1
･
他
殺

入
所
の
食
費
負
叫
に
つ
い
て
は
､
標
準

穴
山
街
を
設
定
し
て
利
州
名
の
爪
印
と

し

て

い

ま

T

｡

吏

た

.

税

に

ホ

ー

ム

ヘ

ル
パ
ー
を
利
E
し
て
い
る
E
E
齢
石
の
多

く
が
低
肋
得
者
で
あ
る
尖
状
を
肺
ま
え
ー

激
変
緩
和
の
観
点
か
ら
低
所
得
古
の
利

州
苫
負
粒
に
つ
い
て
も
特
別
柿
間
が
講

し
ら
れ
ま
す
C

●
介
護
保
険
の
給
付
対
象
と
な
る
事
業

者
と
施
設
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
か
?

介
膿
保
険
が
適
用
さ
れ
る
の
は
､
仰

則
と
し
て
道
の
f
･
:
H
　
(
介
油
老
人
保
健

施
ル
収
に
(
い
て
は
計
り
)
　
を
受
け
た
i
f
F
･

業
石
'
施
設
か
ら
サ
ー
ヒ
T
<
を
受
け
た

場
合
と
な
り
ま
す
C

加
平
が
指
･
:
1
4
す
る
場
合
､
市
某
省
･

施
設
が
ー
仲
小
大
i
の
定
め
る
人
=
3
1
茶

咋
∴
収
備
北
壁
･
運
営
桟
準
な
と
を
満

た
し
て
い
る
か
K
C
か
で
判
断
さ
れ
ま
す

丈
'
法
人
格
を
七
し
な
い
訪
問
介
謂
(
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ヒ
ス
)
　
の
事
業
肯
な
し
一

に
つ
い
て
､
そ
の
サ
ー
ヒ
ス
が
∴
疋
水

準
を
梢
た
す
と
い
う
条
件
つ
き
で
'
巾

叫
村
が
個
別
に
判
断
し
て
保
険
が
で
る

対
象
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
〔

●
介
護
保
健
の
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
は

す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
｡

介
消
保
障
ス
タ
ー
ト
は
も
う
但
前
C

利
用
者
や
家
族
の
良
人
の
関
心
事
は
､

浸
け
た
い
サ
ー
ヒ
ス
が
受
け
ら
れ
る
か

と
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
.
す
で
に
サ
ー

ヒ
ス
m
単
価
が
2
月
1
0
日
に
出
目
l
小
が
さ

れ
'
い
く
ら
の
範
州
で
と
れ
た
け
;
サ
ー

ヒ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の
か
'
ケ
ア
プ
ラ

ン
は
､
　
端
に
具
体
化
し
ま
し
た
｡
よ

い
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
た
め
に
お

さ
え
て
お
き
た
い
こ
と
を
こ
紹
介
い
た

し
ま
す
.

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
(
ケ
ア
プ

ラ
ン
)
は
だ
れ
が
作
る
の
か

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
力
法
は
'
利

用
i
;
が
〓
分
で
作
成
す
る
場
八
日
と
指
近

事
業
所
等
の
介
膳
支
援
3
7
門
出
　
(
ウ
T

T
,
不
し
シ
ヤ
ー
)
　
に
作
成
を
依
抑
1
ろ

腸
(
=
か
あ
り
ま
す
‖
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>=

介護サービス計画作成からサービス利用までの流れ

白分でl白は申込できます

[垂車重1利-本-家-順Lます

▼　　　　　　　　-

/Iノt.サ--ヒス車業者に問うる情報が提供され､利Jll古が事業占を退ひます

施設-LT)人Iiriを希望する場合は

介清文援助】Fは1を中心に.サーーヒスU)JH､う古や利付石本人

家族o)間でぷ[乙交換を†JいますE,

Sa

笹蒜1

サーヒスTH､■'1石とV)連絡

｢車車三三車竺可--装-基ひます〔

J

l --貴い舶-者の希-あ-ノているかとうか確認し-まi

lHJで什-ヒス31lhlを11/戊~することもできます｡

H'JJで蹄搾叫込みできます

12

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
自
分
で
作
成
す
る
場

4
日
は
ー
介
譲
の
対
象
者
に
な
る
家
族
に

対
し
て
､
ど
う
い
う
サ
ー
ヒ
ス
を
利
用

し
た
か
.
あ
る
程
度
明
確
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
前
提
に
な
る
と
J
l
E
え
ま
す
｡

自
分
で
サ
ー
ビ
ス
を
壮
快
す
る
サ
ー

ヒ
ス
事
業
都
と
交
渉
し
て
､
必
車
な
サ
ー

ヒ
ス
の
焚
約
を
結
び
､
巾
町
村
の
介
護

保
健
担
当
課
に
届
け
t
:
す
る
な
ど
､
全

て
臼
分
で
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
UX

介
護
支
援
専
門
員
に
依
頼
す
る
場
合

の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

《
メ
リ
ッ
ト
》

･
/
加
)
.
専
門
家
と
し
て
､
利
用
肴
や
家

族
の
希
甲
を
受
け
入
れ
な
が
ら
､

利
川
者
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な

関
越
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
｡

･
f
J
J
　
保
健
･
福
祉
･
恒
癖
の
広
い
サ
ー

ビ
ス
を
総
ム
目
的
に
比
渡
し
て
'
ケ

ア
ブ
ラ
ン
を
竹
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
｡

仏
　
ー
指
定
和
装
斤
と
の
交
渉
こ
と
の

失
血
に
立
ち
-
サ
ー
ヒ
ス
の
連
絡
'

調
整
を
し
て
く
れ
る
｡

《
デ
メ
リ
ッ
ト
》

付
し
　
個
人
の
家
庭
に
入
っ
て
い
く
た

め
､
家
の
中
の
こ
と
を
知
ら
れ
た

く
な
い
と
い
う
人
に
は
負
印
に
な

る
｡

●
ど
う
選
ぶ
?
介
護
支
援
専
門
員

ほ
と
ん
ど
が
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
･
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
所
属

3
　
介
推
支
援
専
門
員
選
び
は
､
央
約

前
に
行
な
う
し

ぼ
/
　
サ
ー
ヒ
ス
相
当
名
会
議
で
細
部
の

確
認
を
し
て
利
川
名
･
家
族
と
柵
談

し
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す
｡

r
c
y
1
3
　
利
用
者
か
ら
も
積
極
的
に
本
人
の

心
身
の
状
況
､
介
護
の
状
況
'
日
常

的
な
牛
活
の
状
態
な
ど
情
報
提
供
を

し
な
が
,
;
'
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を

行
な
い
ま
す
｡

<
=
　
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
後
､
通
常
.
1
-

2
週
間
緒
に
サ
ー
ヒ
ス
が
開
始
さ
れ

ま
す
｡

※
適
切
な
ケ
ア
コ
ラ
ン
を
作
成
し
て
く

れ
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
は
?

:
･
1
:
　
地
域
に
豊
富
な
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク

を
も
っ
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ン
ヤ
ー

1
6
3
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

高
い
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
･
>
-

/
t
S
J
　
汀
し
い
情
報
を
､
豊
富
に
も
っ

て
い
る
ケ
ア
マ
不
1
ジ
ャ
ー

W
l
j
　
フ
ソ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
､
セ
渉

能
力
が
商
い
ケ
ア
マ
ネ
ー
シ
ャ
-

/
L
L
,
;
　
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
後
も
､
定
期

●

介
　
硝
　
保
　
険
施
　
設

也
,
 
)
,
)
サ
ー
ヒ
ス
事
業
吊

1

一

l
割
の
u
r
r
.
印
ご
サ
ー
ヒ
ス
が
利
川
で
き
吏
す

E
=
宅
介
護
支
援
耳
柴
吊
(
ケ
ア
ノ
.
′
/
M
成
≠
淡
旦

要

　

介

　

護

　

認

　

止

●



伊達の会員の皆さんを激励する
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丁

子

-

ン

†
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人

L

L

-

て

相

川

の

い

い

ケ

∵

マ

･

r
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/

i

･

-

7
　
槻
小
､
地
域
て
サ
ー
ヒ
h
J
を
捉

棋
ー
て
い
ろ
小
門
職

●
情
報
の
問
合
わ
せ
先
は
?

t
縄
付
催
S
書
へ
咋
･
㈹
埋
1
.
 
T
つ
い
て

さ
ら
に
指
J
t
J
E
C
t
介
縄
･
V
は
杏
葉
h
E
･

･

･

･

･

･

I

I

p

･

1

■

ト

ト

.

.

.

.

･

.

･

-

j

p

.

(

い

て

日

､

イ

/

ク

ー

下

ソ

ト

て

,

f

朋

へ
ろ
こ
と
が
で
き
ま
す
′

Ⅵ
<
M
-
N
R
T
　
(
相
川
保
仰
i
糠
情

糾
T
L
ツ
ト
ワ
ー
ク
)

h
t
t
p
,
 
,
ノ
…
1
W
W
a
m
g
O
j
p

●
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
見
直
し
は
で
き
る
の

か
?

八
日
か
な
い
し
一
t
I
I
心
:
た
･
3
.
7
く
に
相

談
〈
　
指
J
g
i
E
i
某
所
の
饗
1
i
J
も
L
F
能

へ
心
人
に
〃
成
し
た
ケ
ア
ソ
.
ノ
ン
で
･
r
P
.

い
･
y
J
使
(
て
T
･
t
ろ
･
l
′
■
食
i
F
し
た
い
し
三

ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
　
ま
た
､

刷
川
h
;
山
状
桝
か
食
わ
[
て
'
比
･
H
L

を
･
1
i
･
J
J
ろ
を
郎
{
･
j
い
二
七
･
,
=
あ
り
ま
す
l

そ
ん
な
と
き
は
遠
慮
せ
ず
ー
ケ
ア
マ
ネ
ー

/
1
1
に
T
了
＼
川
欣
T
ろ
L
■
･
l
右
i
S
j
軌

め
L
ま
す

●

半
収
_
 
2
1
3
日
i
 
l
〓
山
1
位
-
･
=
 
-
}
=
]
竹
的
.
n
I
ぶ
り
1
.
:
碓

山
か
噴
火
を
し
､
_
･
い
人
的
な
被
F
=
け
L
･
4
か
(
た
も
の
の
ー
■
祉
横

山
叫
村
=
日
代
か
小
目
I
;
L
J
判
難
1
紙
を
蝕
い
ら
れ
他
≠
山
糾
九

･
/
〃
紫
に
も
帖
1
/
t
J
s
#
J
･
-
=
小
■
枚
は
-
ま
し
た

和
に
弱
い
立
城
に
あ
る
=
i
断
片
や
､
洞
爺
協
会
柄
院
に
入
院
や

L
I
;
h
i
i
と
-
て
い
た
止
h
=
･
/
)
ん
'
中
て
･
F
=
趨
朴
は
h
;
･
y
J
I
ん
2
･
ー
竹
山
､

伊
は
‖
木
桶
に
を
妬
め
､
･
:
r
働
巾
'
倶
知
安
町
､
札
幌
小
､
〓
別

巾
な
と
に
転
･
i
L
透
析
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
お

い

二

七

か

七

-

た

丈
t
 
l
R
や
H
J
J
;
)
の
刈
糾
に
よ
り
.
k
力
I
S
叫
や
=
]
札
止
浦
E
I
か
､
r

伊
達
H
水
仙
院
に
辿
･
托
し
て
い
た
透
析
心
音
は
八
･
'
,
/
叫
立
病
院
･
>

ー
l
l
鮒
山
へ
虹
･
i
'
t
l
た
=
七
に
`
代
れ
な
く
て
'
伊
止
日
加
病
院
の

休
ム
円
餌
に
避
蝶
し
た
■
透
析
盤
古
さ
ん
も
1
 
3
軒
も
お
り
ま
し
た

こ
の
制
､
伊
達
地
力
幣
九
八
人
の
1
1
,
/
引
出
全
点
-
'
と
は
.
I
;
ら
I
T
P

虻
川
町
か
l
J
 
T
の
避
榔
日
代
に
も
的
ー
･
り
ず
人
焚
L
j
H
心
い
を
し
な
が

ら
透
析
恕
石
の
避
難
域
･
-
L
T
 
I

の
把
桝
か
･
)
､
伊
拒
巾
や

虻
M
町
の
対
策
本
棚
ル
ひ

に
小
議
会
議
‖
H
さ
ん
へ

油
川
山
i
=
さ
ん
山
姫
珊
城

｣

･

.
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1

･

r

J

･

;

I

.

･

f

J
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･

　

=

.

I

,

誰
々
わ
な
い
､
伊
達
〓
水

仙
!
i
.
I
/
=
;
･
'
･
∴
〓
･
;

輔
先
付
の
こ
腕
力
も
あ
り
､

俊
｣
州
i
l
･
J
T
/
糾
し
ま
し
た

1
月
1
2
日
に
は
(
L
L
l
耶
協

の
油
刈
清
治
会
友
も
佐
藤

則
鵬
や
幣
協
比
類
7
3
1
ノ

ク
的
当
理
阜
　
(
道
即
脇
副

.

Y

:

　

　

.

,

I

.

.

=

,

 

'

i

T

■

/

.

日

.

　

㌧

=

j

化
が
心
配
だ
が
､
災
J
+
=
に
負
け
な
い
て

仙
張
二
し
欲
し
い
｣
　
1
1
通
析
む
満
山
竹

さ
ん
を
激
励
し
生
し
た

全
甲
奴
で
は
4
-
回
に
義
援
幕
命
析
動

小
叶
ひ
か
け
て
お
り
吏
T
か
'
拭
幣
帆

で
も
-
;
E
U
か
､
r
駈
企
L
1
軌
に
入
り
､

1
月
烈
日
に
は
第
1
H
t
E
と
し
て
'
争

い

=

山

･

･

L

い

∵

‖

･

1

.

"

:

.

 

'

･

;

.

:

;

:

r

{

i

∵

･

持
ご
＼
鈴
木
伴
　
道
関
脇
刷
会
k
(
槻

会
点
)
　
と
　
-
郎
夫
f
Z
や
務
局
次
良

･
;
か
い
娃
日
赤
病
院
の
適
析
:
十
を
捕
れ
､

透
析
中
の
心
を
さ
ん
を
激
励
し
､
何
接

お
比
舞
允
を
ー
推
し
ま
し
た

〈
-
回
は
ヘ
ム
=
ー
l
仙
名
を
対
敏
に
5
ー
H
T

つ
と
い
う
事
で
し
た
が
.
直
控
f
掩
う
車

の
山
水
な
か
(
た
人
八
=
H
の
岱
さ
ん
の
分
J
J
r

人
S
=
E
J
j
仝
止
へ
U
=
し
て
参
り
生
し
た

今
後
も
集
ま
っ
た
義
援
金
に
つ
き
ま

し
て
も
ま
と
め
て
届
け
た
い
L
J
H
心
い
ま

布
珠
山
は
現
れ
小
旗
状
態
を
保
ち
州

/

=

.

.

∵

川

I

T

･

I

;

･

i

-

∴

･

-

;

.

I

I
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/

･

1

=

/

　

;

.

蝶
命
令
が
舶
除
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
､

力
で
は
仮
湖
f
I
t
S
入
居
も
妬
至
り
､
い

つ
モ
た
噴
火
を
す
る
か
解
･
;
な
い
危
純

な
状
態
に
は
変
り
な
く
､
斤
)
隙
け
民
か
r
t

く
･
V
V
心
し
て
茄
ら
T
巾
か
1
.
,
き
ろ
日
か

氷
る
乍
を
願
わ
ず
に
い
･
;
れ
モ
せ
ん



書津金を手渡す鈴木啓三会長

有
珠
山
噴
火
当
時
の
状
況
報
告

(
第
4
8
回
北
海
道
フ
ロ
ッ
ク
会
議
か
ら
)

伊
達
地
方
腎
友
全

会

　

長

　

大

　

沼

　

　

　

忠

3
E
=
2
7
日
川

山
珠
両
人
I
;
L
･
S
動
が
捕
権
化

3
日
訓
=
㈹

1
‥
仙
申
'
休
に
感
じ
ろ
他
7
.
1
か
'

1
時
問
に
数
回

洲
=
山
川
叫
か
▲
r
g
3
日
山
り
叫
t
て

､

ソ

】

_

.

i

T
=
月
掛
〓
㈹

り
時
か
ら
1
時
間
に
1
5
回
程
度
に

叶
え
ろ

位
把
的
仏
険
M
の
=
川
い
､
伊
達
巾
の

k
和
･
T
=
珠
･
倒
内
地
i
に
･
;
士
的

雌
榔
議
席
t
 
H
特
訓
竹
雌
雌
勧
什
=
碓

;

.

.

I

.

十

･

l

;

.

:

･

4

.

1

;

I

.

/

･

/

.

-

;

.

I

.

:

上
り
}
/
＼
透
析
開
始
)

j

r

.

A

-

附

.

;

:

;

.

.

;

･

L

:

'

･

∵

∵

十

･

･

透
析
小
に
､
+
/
き
な
揺
れ
が
あ
り
､

人
∴
〓
小
八
･
九
の
車
輪
‥
リ
ー
退
机
終
了
す
る

札
は
退
析
終
了
後
'
伊
滝
山
休
T
(
;
鮒

に
避
難

.

r

H

.

目

し

乍
=
州
中
'
巾
体
ム
〓
鮒
か
･
]
伊
･
ば
山

内
小
;
]
1
校
体
ム
‖
鮒
,
 
'
移
動
　
(
1
4
C

川
朽
り
】
-
目
名
)

虻
州
別
州
爺
帆
ム
八
･
g
抗
に
辿
院
が
必

埋
1
j
‥
回
船
打
･
頂
仰
せ
i
;
1
l
L
I
.
t
r

火
に
彬
轡
の
な
い
柄
院
へ
虹
院
す
る
■

1
.
.
1
=
･
l
;
-
I
.
叫
.
I
.
;
 
､
∴
十
.

3
E
=
3
1
日
胤

剛
史
て
に
胡
桃
巾
人
目
雅
へ
目
地
城
山

通
析
患
者
は
人
∴
H
避
椎
1
る

虻
川
=
I
J
州
爺
仙
人
八
州
院
例
銚

1
3
時
i
n
ル
　
ー
r
珠
両
噴
火

1
R
･
州
道
･
道
火
道
･
e
L
稚
～
=
=
=

浦
聞
通
日
=
め

ー

ノ

I

.

.

_

ー

1
前
T
?
･
=
t
川
わ
的
'
押
小
体
ム
‖
鮒

七
㍍
れ
て
〓
か
さ
め
る
　
｢
出
鵬
｣
i
で

鮒
内
臓
妹
し
　
そ
の
絶
､
日
に
日
に
他

項
は
少
な
く
な
る
‖

こ
の
時
点
て
は
､
禎
折
紙
i
C
の
避
榔

甥
桝
が
殆
と
わ
か
ら
ず
､
伊
達
地
方
腎

七
八
T
 
r
と
し
て
　
p
人
′
'
回
心
J
L
な
け
れ
ば

●

1
j
･
r
な
い
の
か
｣
　
を
考
え
､
ま
す
透
析

叫
1
片
の
避
難
場
■
小
の
拙
鮎
を
L
t
　
伊
は

申
7
校
体
ム
〓
餌
に
-
名
､
伊
達
日
赤
病

㍍
休
ム
〓
鮒
に
虻
H
叫
上
り
油
院
が
必
埋

な
向
齢
q
;
･
透
析
患
者
人
目
わ
せ
て
約
2

名
付
胡
桃
し
て
い
ま
し
た
.

T
y
'
近
隣
市
町
村
の
親
類
'
友
人
宅

に
姻
榔
し
て
い
た
人
が
6
-
7
名
　
(
日

に
日
に
避
雄
場
所
か
変
(
て
し
ま
う
C
)

雌
柳
川
で
も
い
ろ
い
ろ
:
･
<
が
あ
り
ま

し
た
1
　
朴
が
避
排
し
た
L
J
こ
ろ
で
は
､

T
く
･
;
机
休
が
で
き
'
支
援
物
.
鞄
な
と

ボ
ラ
ン
｢
イ
ア
が
し
て
い
た
こ
し
′
右
ー

休
ム
‖
鮒
の
避
郡
市
で
わ
う
こ
と
に
成
り

t
-
た
　
ま
た
､
日
赤
納
帖
の
体
人
目
師

に
避
難
し
て
い
た
通
院
が
必
要
な
▲
向
齢

i

r

･

二

ト

ー

i

/

ー

･

･

1

日

.

i

'

'

･

=

.

∵

-

.

I

I

:

食
で
女
援
物
質
は
ま
っ
た
く
入
っ
て
こ

な
い
状
態
1
l
い
て
'
朋
へ
て
3
3
た
と
こ

ろ
'
避
任
所
指
･
:
1
4
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
十

私
は
す
く
､
外
山
議
会
議
R
や
災
セ
‥

対
策
本
部
へ
■
艶
話
し
ま
し
た

1

日

‥

2

日

‖

避
難
所
指
従
に
な
り
'
災
j
l
E
川
触
州
糾

u
L
I
=
･
2
ム
日
､
糾
胤
が
紋
日
人
ろ

こ
の
日
の
タ
カ
､
伊
達
心
技
和
町
の

部
が
条
H
H
さ
て
姫
榔
指
七
郎
除
に

な
り
私
も
H
t
に
帰
る
u

T
T
‖
‥
3
日
川

避
雌
し
て
い
た
拙
者
さ
ん
か
ら
連
綿

か
入
り
日
赤
体
ム
〓
鮒
か
･
㌧
人
-
:
;
他
S
避

難
桝
へ
移
軸
す
る
こ
し
一
に
L
J
り
､
何
の

た
め
に
避
耕
■
仙
指
定
に
し
て
も
ら
り
た

の
か
と
M
心
い
ま
し
た

他
の
避
卿
所
に
移
さ
れ
て
も
｢
透
析

せ
i
;
ほ
れ
　
に
旭
托
す
ろ
た
め
の
=
3
-
ィ
.

碓
保
し
て
ほ
し
い
｣
　
と
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
､
頒
術
中
の
札
の
と
こ
ろ
へ
透
析

押
当
の
汁
俊
輔
先
年
　
(
伊
達
〓
木
場
院

･

･

1

.

I

.

I

;

.

=

ト

]

=

･

h

j

/

　

[

　

･

=

1

;

-

小

)

い

∵

･

.

ほ
､
越
折
半
か
L
J
　
歯
L
川
)
い
日
赤
病
院

=
体
ム
〓
鮒
に
川
し
ま
し
た
　
食
中
は
勿

論
透
析
食
に
し
ま
す
-
｣
と
説
明
を
い
た

し

　

1

.

卜

[

r

-

;

.

-

J

l

∴

･

.

!

]

;

]

　

ト

た
お
か
け
だ
と
H
心
い
至
す

-

〃

5

日

㈹

紙
=
f
機
･
舵
稚
拙
が
入
る
が
'
捌
水

a
E
が
不
備
の
た
め
使
川
こ
き
T

l

H

J

7

日

人

心

乍
油
川
=
E
の
搬
入
が
始
ま
り
､
耽
=
i
g

機
も
仙
川
で
き
ろ
上
L
リ
に
1
J
ろ

4
月
1
 
2
日
㈹

'

･

門

L

j

■

.

;

=

:

-

;

=

･

∵

.

I
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･
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有珠山噴火による被災者の皆さんへ
心より御見舞申し上げます｡ (義援募金活動経過報告)
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藤
利
蛸
代
･
ヰ
務
H
T
E
E
t
刈
み
ど
り
氏
が

お
忙
し
い
申
､
伊
達
i
E
程
L
t
I
と
伊
達
日

赤
病
院
を
訊
問
じ
　
巾
役
所
に
巾
1
3
=
S
芥

秀
∴
氏
と
巾
議
会
議
員
菊
地
利
博
氏
を

訪
州
し
､
ホ
珠
I
;
の
噴
火
状
況
な
と
の

説
明
を
一
斑
け
　
｢
透
析
患
打
が
安
心
し
て

透
析
を
一
生
け
ら
れ
る
環
境
を
斗
い
時
期

に
紫
.
k
て
も
ら
い
感
謝
し
ま
す
c
L
と
謝

辞
を
姓
へ
ま
し
た
｡
ま
た
伊
達
=
赤
柄

院
て
は
　
｢
避
難
生
爪
の
長
期
化
が
心
肘

だ
が
､
災
害
に
i
l
け
な
い
で
頑
放
っ
て

ほ
し
い
｣
　
と
心
耳
の
皆
さ
ん
を
激
励
し

て
い
た
た
き
ま
し
た
｢

最
篠
に
透
析
山
当
医
坪
九
年
と
お
会

い
し
災
害
対
策
本
部
に
掛
け
4
日
い
透
析

患
式
を
　
ヵ
■
仇
の
避
難
所
に
集
め
ー
食

卓
も
透
析
食
に
し
て
く
た
き
っ
た
こ
と

に
'
感
謝
と
お
礼
を
し
､
ま
た
避
難
生

L
E
に
上
る
ス
ト
レ
ス
の
な
か
､
平
常
心

で
透
析
を
う
け
ら
れ
る
の
か
､
な
と
お

詔
を
L
t
　
崩
緒
ま
で
避
嫌
S
J
]
石
の
こ
と

を
心
配
し
て
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
｡

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
'
北
海
道
の
テ

レ
ビ
局
に
上
(
て
夕
万
の
ニ
ュ
ー
ス
で

放
映
さ
れ
､
叩
仏
日
に
托
糾
脚
に
も
掲
載

さ
れ
ま
し
た
∩

(
避
難
状
況
)

5
月
2
4
口
㈹
現
在

有
珠
小
噴
火
の
鵜
避
難
及
び
転
院
し
た
上

☆
洞
爺
協
会
柄
院
上
り
転
院

伊

迂

日

赤

病

院

　

　

　

　

　

　

3

C

名

※
再
開
の
見
通
し
が
な
い

☆
伊
達
日
赤
柄
院
よ
り
転
院

八
雲
町
立
病
院

●

人
,
向
に
あ
る
と
い
う
発
火
が
あ
り
､
避

難
を
さ
れ
て
い
る
蛸
=
さ
ん
や
､
1
#
隣
小

E
a
 
I
利
の
轄
さ
ん
の
朝
に
は
　
様
に
安
堵

の
様
/
が
窺
え
ま
し
た
が
､
噴
火
の
t
f
]

険
M
が
全
く
無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な

く
､
複
雑
な
心
塙
の
　
面
も
ま
た
窺
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
｡

ま
た
､
洞
爺
湖
2
3
泉
街
の
将
来
的
移

転
む
と
も
`
部
で
は
視
野
に
入
れ
て
検

討
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

些
1
g
の
透
析
患
者
さ
ん
も
含
め
避
難
さ

れ
て
い
る
上
々
の
平
穏
か
早
期
に
確
保

さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
じ

※
辿
院
榊
排
と
州
爺
協
会
柄
院
の
患
肴

を
受
け
入
れ
る
た
め
'
近
隣
の
仏
陀
へ

転
院
し
て
も
ら
い
ま
し
た

☆
避
郡
息
石
　
虻
凹
町
日
比

避
難
喝
L
f

北
海
退
散
糖
き
引
七

N
T
T
火
｣
き
什
七

伊
達
市
火
に
き
小
僧
巾
七

1
0
名

牒
浦
･
エ
ィ
ペ
ッ
ク
ス

火

に

き

什

貝

類

　

　

　

　

　

　

　

　

2

名

(
破
産
管
財
人
が
特
別
の
処
伸
と
し
て
避

雄
満
に
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
'
)

※

職

を

火

っ

た

ん

　

　

　

　

　

　

り

名

※
透
析
施
設
が
､
郡
市
に
集
中
し
て
い
る

た
め
郡
部
で
は
透
析
施
設
･
ベ
ッ
ド
数
が

余
り
に
も
足
り
な
い
た
め
､
災
出
=
判
事
に

は
H
分
の
希
望
す
る
施
設
･
病
院
に
入
る

こ
と
が
}
=
来
な
く
な
り
､
体
調
不
良
･
精

神
的
不
安
の
憎
人
に
つ
な
が
る
患
者
が
多

な
お
5
月
2
2
H
に
は
､
火
山
噴
火
L

加
速
か
ら
有
珠
両
の
噴
火
は
沈
静
化
の



退
任
の
あ
い
さ
つ

相
談
役
　
岩
　
崎

薫
氏

(
前
道
腎
協
会
良
)

2
0
年
の
軌
跡

十
戒
1
2
年
5
月
2
:
の
第
2
3
回
定

期
総
会
小
樽
大
会
を
以
て
'
道
腎
協

の
会
長
職
を
砕
け
し
ま
し
た
-
愁
え

は
2
0
咋
余
り
と
い
う
良
い
歳
月
だ
っ

た
(
　
透
析
の
始
ま
っ
た
哨
和
5
0
勺
前

後
は
死
亡
率
も
I
I
く
､
僅
か
3
1
　
4

J
T
の
命
と
人
半
の
人
が
そ
う
思
っ
て

い
ま
し
た
｡
ー
そ
れ
か
4
-
日
ま
で
2
3
年

の
歳
月
を
経
て
'
こ
う
し
て
頑
張
り

守
;
れ
る
車
に
性
癖
技
術
の
進
妹
と
'

出
石
と
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
_
失
療
関

係
者
の
皆
様
の
お
か
け
と
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
C

と
り
わ
け
'
家
族
は
人
変
だ
っ
た
ろ

ぅ
と
思
い
ま
す
.
訓
牛
の
歳
〃
､
そ
れ

は
い
ろ
ん
な
不
に
通
過
致
し
ま
し
た
が
.

会
=
妃
の
舛
様
の
こ
協
力
を
得
て
2
0
中
間

を
無
事
終
え
る
車
が
で
き
て
感
謝
致
し

て
お
り
ま
う
C

過
ぎ
去
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
憩
い
山
は

i
,
き
ま
せ
ん
が
､
と
に
か
く
長
い
2
0
判

別
た
っ
た
と
山
心
い
ま
す
C

患
者
の
皆
様
が
心
形
無
形
の
協
力
で
､

私
を
台
て
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
致
し

ま
す
と
日
時
に
加
入
し
た
患
者
も
4
-

枚
白
人
に
な
っ
た
こ
と
は
患
省
間
の
御

協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
致
し
ま
す
C

迫
腎
協
も
2
3
年
前
に
､
腎
臓
病
患
者

の
命
と
く
ら
し
を
や
る
た
め
結
成
さ
れ
､

今
日
に
幸
二
J
お
り
ま
す
｡
そ
し
て
､

令
腎
脇
を
九
焔
に
出
石
運
軌
の
成
果
に

ょ
っ
て
透
析
性
癖
費
は
公
資
負
担
と
な

り
､
医
療
費
の
心
配
な
く
透
析
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
.
私
達
は
生
命
を
永
ら

え
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
身
障
手
帳
を
巾

す
る
こ
と
に
よ
り
数
々
の
思
想
に
も
浴

し
て
い
ま
す
n
　
障
韓
年
金
も
満
足
と
は

言
え
な
い
ま
で
も
年
杭
の
　
部
と
な
り
.

社
会
復
帰
を
し
て
い
る
人
も
多
い
の
で

あ
り
ま
す
∪

し
か
し
､
点
近
の
傾
向
は
こ
の
よ
う

な
運
動
の
原
点
で
も
あ
る
こ
れ
等
の
成

果
が
風
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
､
こ
れ
を
当

然
g
も
の
と
し
て
=
受
し
て
い
る
患
N
=

が
多
い
こ
と
は
如
何
か
と
思
わ
れ
て
な

り
ま
せ
ん
｡
今
こ
そ
2
3
年
間
の
歴
史
を

振
り
返
り
'
あ
ら
た
め
て
先
人
の
激
し

い
情
熱
の
河
動
に
心
か
ら
の
感
謝
を
捧

げ
た
い
と
思
い
ま
す
C
　
私
達
は
こ
の
人

達
の
命
を
か
け
た
鮒
い
の
仁
に
､
今
日

の
性
癖
福
祉
制
度
が
あ
る
こ
と
を
決
し

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
榊
心
い
ま
す
"

い
ま
私
達
の
周
辺
に
は
2
3
年
前
と
は

明
ら
か
に
巽
な
る
新
し
い
難
問
が
押
し

満
セ
て
い
ま
す
｡
そ
れ
は
供
塘
法
の

｢
改
止
｣
に
伴
う
透
析
医
療
費
の
巾

料
化
(
　
部
負
担
等
)
　
の
E
題
が
あ

り
ま
す
｡
制
度
は
私
達
が
声
を
旧
し

て
変
え
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を

全
紙
動
を
適
し
て
r
I
J
認
識
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
u
そ
の
告
仙
味
で
幻
G
･
経
過

を
機
会
に
公
道
の
仲
間
と
連
携
し
な

が
ら
､
さ
ら
な
る
組
織
の
船
人
と
運

動
の
偲
化
を
E
:
片
さ
れ
る
こ
と
を
強

く
望
み
ま
す
C

あ
る
医
師
の
話
で
す
り
　
｢
医
療
制
度

や
福
祉
制
度
が
と
ん
と
ん
と
懲
化
さ

れ
て
い
る
時
､
誰
に
も
遠
慮
す
る
卓

な
く
も
の
が
二
一
=
え
る
の
は
､
命
が
か

か
っ
て
い
る
患
者
白
身
だ
･
全
腎
協

や
道
腎
協
に
期
待
し
て
い
る
｣
　
そ
の

こ
と
が
患
片
の
生
命
と
く
ら
し
を
守

る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
患
者
糊

体
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
ハ

2
3
勺
前
に
結
成
さ
れ
た
追
腎
協
が

日
々
の
脂
軌
を
人
切
に
し
な
が
ら
､

そ
の
役
割
の
　
税
を
担
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
致
し
ま
す
｡

｢
㌍
お
讐
ん
)
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相
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収
二
J

F
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暖
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お
1
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隼
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今
回
の
請
願
内
容
は

1
､
年
齢
､
障
害
の
種
類
､
程
度
を
問

わ
ず
､
必
要
な
す
べ
て
の
人
に
介
護

が
保
障
さ
れ
る
制
度
を
確
立
し
て
下

1
1
J
い

2
､
透
析
患
者
の
重
症
化
､
障
害
の
重

複
化
に
と
も
な
う
要
介
護
透
析
患
者

急
増
に
対
す
る
医
療
･
福
祉
両
面
に

お
け
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
､
在
宅
サ
ー

ビ
ス
を
早
急
に
拡
充
し
て
下
さ
い
0

3
､
通
院
の
困
難
な
在
宅
の
透
析
患
者

の
た
め
に
､
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
増

員
な
ど
通
院
介
護
保
障
体
制
を
確
立

し
て
下
さ
い
"

4
､
看
護
婦
､
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

の
医
療
･
福
祉
従
事
者
不
足
を
早
急

に
解
消
し
､
大
幅
な
増
員
対
策
を
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体
的
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じ
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下
さ
い
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5
､
臓
器
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植
の
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進
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の
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め
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府
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の
コ
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デ
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ネ
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の
身
分
保
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し
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い
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J
L
J
?
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2
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L
L
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へ
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回
糾
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て
の
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験
と
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て
川
八
人
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川
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t
i
･
i
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て
f
B
'
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ま
し

た
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付
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し
て
､
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ら
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ち
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と
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H
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た
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来
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り
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=
紫
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た
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に
t
F
む
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の
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さ
を
感
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ま
し
た

そ
し
て
ま
た
'
今
年
度
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今

川
の
仲
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と
力
を
4
日
わ
せ
て
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に
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ー
力
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の
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〓
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た
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1
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児
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=
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伸
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滋
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･
仏
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職
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介
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付
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叔
職
を
し
た
く
て
も
な
か
な
か
叔

職
が
て
き
な
い
と
相
談
さ
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暇
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史
に
､
そ
れ
筏
　
｢
来
賓
拭
拶
｣
､
p
祝

叱

･

メ

ノ

七

-

シ

地

顔

｣

　

と

紙

き

.

衣

調
軸
竹
H
L
　
を
舶
権
に
公
休
八
人
が
　
度
聞

入
･
1
'
と
な
り
ま
し
た
が
'
報
i
]
;
1
7
の
中
で
､

本
年
4
月
よ
り
､
介
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付
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ぞ
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分
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L
ま
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た
〉

私
日
､
箭
2
ホ
ー
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で
榊
か
れ
た
箭

り
】
I
t
H
〈
ム
の
　
｢
2
 
t
t
H
肘
の
Z
;
小
や
松
林

を
i
m
.
え
ろ
｣
　
に
参
加
致
し
t
L
L
-
た
ノ

第
2
分
村
会
で
は
､
鵬
名
の
参
加
で
仙

一
日
者
に
'
私
達
が
臨
時
透
析
を
受
け
た
､

小
机
竹
光
r
･
(
今
村
病
院
分
院
)
が
二
1
1
た

り
?
仝
b
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に
川
､
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幣
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k
亦
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岬
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に
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i
J
-
上
り
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に
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ま
で
の
透
析
_
火
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化
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拙
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血
根
強

析
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H
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透
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の
八
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併
L
f
H
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と
し
て
血
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透
析
嬉
過
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H
D
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緋
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で
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れ
て
い
る
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い
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f
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が
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助
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h
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仙
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縄
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史
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植
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れ
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が
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H
I
 
b
綻
)
　
そ
の

緒
2
1
月
位
後
上
り
や
々
関
節
の
摘
み

が

な

く

な

(

た

と

碓

l

:

し

て

お

り

ま

し

た
　
(
札
も
日
-
:
=
,
;
痛
で
刷
叩
代
脈
ー
術

を
し
て
T
=
t
r
い
ま
し
た
の
で
)
　
m
H
･
佃
や

関
節
楠
が
峯
の
仙
川
で
な
/
＼
な
る
の
か

と
ま
た
ま
た
･
;
わ
の
病
′
刈
に
対
し
て
知

ら
な
い
二
と
の
多
さ
に
州
感
じ
ま
し
た

丈
､
L
J
の
様
L
J
機
八
人
か
あ
れ
は
ち
加

し
た
い
し
一
考
え
て
お
り
ま
す
o
　
追
腎
鮎

の
会
臼
の
餌
さ
ん
も
是
非
　
度
旅
ノ
日
を

雑
わ
て
参
加
し
て
は
と
う
で
L
上
う
か
ー
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金
　
丸
　
洋
　
子
(
札
幌
)

が
雌
も
れ
芝
あ
り
ハ
.
フ
の
ア
ー
チ
あ
り

素
仙
し
い
限
り
√
　
丈
'
旅
の
楽
し
み
食

中
は
　
(
透
析
i
;
と
し
て
は
伏
せ
た
い
と

こ
ろ
)
　
令
物
料

理
黒
豚
の
角

度

･

き

び

な

し
た
旅
と
な
り
感
謝
感
謝
り
　
来
年
の

為
に
も
=
唄
の
節
約
と
体
力
作
り
に

心
が
け
よ
う
と
我
が
心
に
誓
う
-

私
の
人
好
き
な
　
｢
(
-
腎
協
入
会
ツ

ア
ー
｣
　
(
.
J
T
は
鹿
肘
鵜
に
友
人
と
‖
八

に
参
加
､
入
会
で
は
新
し
い
情
報
･

未
来
の
透
析
等
t
S
忠
義
な
内
心
r
t
に
深

く
感
飾
｡

毎
日
を
人
切
に
小
き
､
歩
の
J
J
う

な
透
析
嫉
法
に
川
会
J
t
<
た
な
･
]
｡

透
析
に
対
し
か
な
り
絶
望
的
に
な
っ

て
い
る
･
E
分
白
身
に
'
先
行
き
明
る

い
情
報
を
耳
に
し
､
生
き
る
意
欲
か

強
ま
る
｢

鹿
児
拭
巾
<
;
観
光
は
'
お
天
気
に
恵

ま
れ
､
桜
島
･
針
目
縄
を
H
に
史
跡
巡

り
∪
南
同
風
止
1
1
･
街
路
樹
の
ヤ
シ
植
え

込
み
の
ソ
テ
ツ
'
前
L
;
蘭
等
に
心
を
奪

わ
れ
る
∪

待
望
の
指
宿
氾
泉
で
叔
後
の
収
の
ホ

テ
ル
　
｢
い
わ
さ
き
｣
　
が
'
超
豪
華
で
気

分
は
上
々
で
あ
れ
と
､
何
を
す
る
に
も

歩
け
ル
け
ー
広
く
て
嫉
か
な
い
事
に
は

エ
レ
ヘ
ー
ク
ー
に
も
ど
こ
の
H
人
目
に

も
辿
り
弟
か
な
い
の
で
あ
る
‖
　
何
と
人

変
と
一
日
い
な
が
ら
も
遊
ぶ
巾
を
･
｣
い
れ
て

は
い
､
;
れ
な
い
.
到
希
1
々
砂
む
し
温

泉
を
体
験
C
　
北
細
道
の
我
々
4
人
が

番
客
と
か
1
[
わ
れ
､
持
し
切
り
で
勝
r

気
安
ま
に
珍
し
さ
を
僻
能
､
楽
し
い
m
心

い
出
と
な
る
C
　
私
達
2
人
の
息
の
ム
=
つ

た
と
こ
ろ
は
､
毎
柳
4
時
起
床
で
ホ
テ

ル
の
近
辺
を
散
帯
.
何
か
し
ら
徳
を
し

た
気
分
に
浸
る
卓
｡
特
に
｢
い
わ
さ
き
｣

の
庭
園
の
丈
し
さ
､
柄
凶
の
花
々
に
は

こ

･

か

つ

お

･

さ
つ
ま
扱
け
吋
T
t

ぜ
い
た
く
の
極

み
'
食
欲
目
盛

な
私
に
は
幸
せ

で
も
中
に
は
什
古

痛
な
姿
も
見
ら

れ
る
U
　
帰
七
の

夕
食
は
'
連
日

の
御
馳
走
に
酔

い
御
飯
に
お
漬

物
で
お
い
し
い

お
い
し
い
し
し
な

ら
(
　
こ
の
貴
重

な
紙
面
に
炎
わ

‖

1

∵

H

.

＼

∴

-

れ
と
'
同
行
の

皆
様
の
御
親
切

に
支
え
ら
れ
'

人
手
術
後
の
身

し
｣
し
て
は
充
実
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介
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概
要
､

如
L
 
I
,
T
サ
ー
ヒ
ス
S
現
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∴
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サ
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ま
た
施
設
等
に
=
標
苛
を
達
成
で
き
る

L
L
-
て
い
ま
T
　
だ
が
そ
山
山
容
に
(

い
て
け
ー
照
備
や
渦
切
な
対
･
心
が
e
I
て

に
お
い
て
必
柴
と
､
結
び
生
し
た
=

私
た
ち
透
析
印
J
i
r
か
　
碑
に
T
T
r
ん
て

い
た
'
油
院
彬
托
サ
ー
_
=
ス
に
つ
い
て

は
､
策
定
委
H
r
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/
会
r
J
梅
村
の
結
果
､
一
‥
回

齢
石
保
健
T
T
=
也
に
お
け
る
祇
糾
事
業
と

し
て
検
討
中
し
し
い
.
り
こ
し
.
て
､
介
純
保

険
の
中
で
は
な
い
が
､
山
片
へ
L
J
陳
情
が

●

㍉
く
け
入
れ
･
;
れ
た
こ
し
し
ん
慮
し
吏
し
た

A
-
綬
･
t
p
な
お
､
過
止
な
内
命
の
お
願
い

を
縦
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

1
せ
け
と
め
ま
し
た

半
習
縄
は
'
少
し
冷
め
た
す
り
を
食

へ

1

､

シ

ャ

ン

ケ

､

/

｣

 

､

ポ

ー

-

ン

ク

な

A
-
=
ぬ
.
カ
ン
倒
し
し
　
ゲ
ー
ム
で
し
は
し

那
,
心
に
州
(
た
絶
､
そ
れ
そ
れ
人
桁
.

ヘ
ル
シ
ー
気
分
に
浸
っ
た
ひ
と
時
を
過

こ
し
ま
し
た
　
終
了
1
 
6
叫
ー
わ
き
と
同

様
各
･
g
院
托
=
;
山
中
に
他
軽
し
仙
川
小
川

宅
と
な
り
生
し
た
､

(
報
r
=
車
務
局
山
1
C
本
丈
沖
枝
)

へ

札

　

　

　

幌

)

幹
事
新
年
会
と

冬
の
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

平
成
1
2
叶
1
月
に
､
役
=
3
1
と
各
施
設

の
幹
巾
仙
名
の
〓
･
Z
の
･
,
3
1
)
昨
小
鮒
勺

ヘ
ム
を
開
催
致
-
吏
し
た

各
施
設
の
枠
中
さ
ん
に
は
､
目
的
よ

り
腎
ん
会
し
■
〈
h
'
H
l
の
ハ
イ
ノ
化
を
締
め

て
い
た
た
き
ー
空
た
､
1
3
回
の
締
小

会
に
州
席
し
て
色
々
な
関
越
に
取
り
糾

み
統
軌
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
う

そ
の
中
で
叫
の
拙
め
に
､
州
い
満
は
抜

き
で
飲
み
物
と
う
吏
い
料
理
で
'
=
I
然

●

の
如
/
＼
=
仲
に
て
糾
勺
人
l
 
'
七
日
目
仰
し
ま

し
た
E
　
挨
拶
も
;
L
々
に
ブ
ラ
/
ス
糾
雌

に
丁
=
鼓
を
=
ち
､
ヒ
ー
ル
･
ワ
イ
ン
･

ウ

I

H

/

茶

で

1

分

㈹

(

た

小

で

､

恒

例
の
カ
ラ
オ
ケ
i
f
(
J
J
に
移
り
自
他
の
喉

を
披
露
し
て
L
n
'
き
ま
し
た
｡

y
j
T
が
に
各
施
設
の
=
人
達
石
が
そ
ろ

い
､
叫
に
'
研
き
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か
け
て
の
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し
｣

な
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ま
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ー

次
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ケ
ー
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大
会
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移
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ま
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ゲ
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ム
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州
仙
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小
務
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ー
)
　
に
L

る
本
咋
如
拙
碑
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｢
授
け
ア
ン
ト
ア
ヶ
ノ

ク
ゲ
ー
ム
)
　
で
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や
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の
師
取
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ム
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･
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帖
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(
ケ
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･
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代
ハ
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が
､
八
-
:
二
′
て
p
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=
-
l
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･
E
T
を
目
指
し
L
J
､
化
′
机
い
っ
ぱ
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ス
ト
ラ
イ
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人
き
な
J
t

T
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な
∵
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/
｢
､
/
し
一
級
･
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.

L
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､
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カ
ケ
　
/
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,
I
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け
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と
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･
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i
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川
の
た
T
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J
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;

I
)
じ
れ
り
】
ゲ
ー
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終
r
し
て
､
汗
を
か

き
人
き
な
･
ー
･
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し
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｢
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T
I
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･
r
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ヽ
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･
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判
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こ
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な
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優
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し
た
R
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1
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に
は
､
■
爪
と
副
羽
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約
･
;
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念
鮎
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ノ
｣
り
て
･
T
　
そ
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阜
く
の
奉

加
i
=
に
鵬
ひ
托
･
>
記
念
=
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さ
れ
空

し
た
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勺
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々
な
捕
軌
･
h
車
や
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流
会
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･
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札
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友
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'
て
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れ
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鳩
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仲
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蛸
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伽
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(
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け
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=
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=
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1
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'
2
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歳
の
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潔
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際
､
憎
什
幣
小
人
-
二
も
指
摘
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れ
､
禎
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な
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ま
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ま
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日
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退
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せ
け
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､
仙
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収
へ
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め
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が
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催
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｣
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J
J
り
ほ
､
｢
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､
/
ト
〓
-
ル
=

i
j
る
上
う
に
な
り
ま
し
た

体
力
維
持
に
つ
い
て
は
'
以
前
よ
り

体
力
が
な
く
な
二
し
き
て
い
る
山
て

小
し
て
も
体
力
を
(
け
L
う
し
一
州
心
い

I
T
P
城
な
と
に
〓
か
け
る
際
は
な
る
∵
＼



自
動
碑
を
使
用
せ
ず
､
徒
歩
で
出
か
け
　
が
も
っ
と
発
達
し
､
腎
移
榊
以
外
に
も

る

よ

う

に

し

て

い

ま

す
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腎

小

全

が

治

る

よ

う

に

な

れ

は

よ

い

と

最
後
に
な
り
ま
す
が
､
将
来
は
医
療
　
願
っ
て
い
ま
す
C
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1

1
､
透
析
導
入
ま
で
の
経
過

3
7
歳
で
札
幌
医
大
9
ケ
月
入
院
(
S

∬
･
4
-
S
3
8
･
-
)
以
後
北
見
地

方
柄
院
に
て
通
院
C

2
､
現
在
の
日
常
生
活
は
ど
う
す
ご
し

て
い
ま
す
か

1
日
中
約
4
時
間
は
パ
ソ
コ
ン
に

上
る
会
汁
の
仕
事
(
河
川
の
流
量
封

等
)
｡

3
､
食
事
な
ど
の
自
己
管
理
で
注
意
し

い
て
い
る
事
は

ハ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る
よ

ぅ
心
掛
け
て
い
る
(
特
に
野
菜
は
カ

リ
ウ
ム
に
旺
若
し
な
が
ら
多
く
取

る
)
｡

4
､
体
力
維
持
に
対
す
る
工
夫
は

人
候
の
良
い
日
は
砧
朝
2
ー
m
程
度

北

見

地

方

腎

友

会

佐

　

賀

　

　

幸

の
散
歩
を
し
て
い
る
｡

5
'
将
来
に
対
す
る
希
望
は

高
齢
で
は
あ
る
が
老
後
を
湾
え
､

移
梓
を
考
え
て
い
る
｡

6
､
仲
間
に
言
い
た
い
事
､
聞
か
せ
た

い
事
は
な
い
で
す
か

肺
水
腫
を
や
っ
た
経
験
か
ら
朽
促
さ

れ
た
以
-
水
は
絶
対
に
呑
ま
な
い
事
∩

体
毛
の
増
加
は
水
分
に
よ
る
事
が

多
い
よ
う
に
早
っ
｡
私
が
4
年
間
l

R
も
か
か
さ
ず
寸
つ
て
い
る
寄
｡

1
　
透
析
の
前
夜
は
パ
ン
食
に
す
る
｡

2
　
透
析
H
の
朝
食
は
餅
に
す
る
C

1
､
透
析
導
入
ま
で
の
種
過

昭
和
5
7
年
1
0
月
3
日
導
入
U

2
､
現
在
の
日
常
生
活
は
ど
う
過
ご
し

て
い
ま
す
か

リ
ズ
ム
1
1
し
く
過
こ
す
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
｡

3
､
食
事
な
ど
の
自
己
管
理
で
注
意
し

て
い
る
事
は

小
樽
･
後
志
地
方
腎
友
会

斉

　

藤

　

洋

　

子

て
い
ま
す
じ

･
水
分
の
蛍
が
な
か
な
か
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
が
頑
張
っ
て
往
昔
し
て

い
ま
す
｡

4
､
体
力
維
持
に
対
す
る
工
夫
は

散
坊
な
ど
､
歩
く
J
J
う
に
し
て
い

ま
す
｢

5
､
将
来
に
対
す
る
希
望
は

旅
行
す
る
弔
い

6
､
仲
間
に
言
い
た
い
事
､
聞
か
せ
た

い
事
は
な
い
で
す
か

歩
を
忘
れ
ず
に
希
望
を
持
ち
続
け
　
2

る

客

｡
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塩
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留
萌
地
方
水
無
人
腎
友
会
の
新
年
会
に
出
席
し
て

留
萌
地
方
水
無
人
腎
友
会

副

会

長

　

山

　

内

　

　

　

弘

●

西
暦
2
0
0
C
年
の
新
春
を
迎
え
,

尉
廿
明
地
力
水
無
人
腎
友
会
の
新
咋
会
を

･
脚
H
明
の
中
心
街
　
｢
減
船
｣
　
と
云
う
レ
ス

●

ト
ラ
ン
で
1
 
1
時
か
ら
開
催
致
し
ま
し
た
U

を
加
入
員
は
1
6
名
で
ー
透
析
暦
2
5
年

以
卜
の
力
か
L
J
始
め
た
は
か
り
の
人
'
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､

二
L
I
.
東
低
L
J
の
i
i
･
L
I
h
;
1
い
こ
し
P
l
　
ト
ラ

イ
ウ
I
J
ー
卜
の
.
こ
)
な
と
綿
状
に
は
つ

い
た
ぷ
ー
人
目
い
に
化
が
鴫
さ
､
3
時
間

が
･
i
b
I
っ
し
1
い
1
m
に
過
ぎ
L
,
し
乞
い
･
t
L
L

●

し
た巌

後
に
や
結
局
良
が
蛇
杯
を
し
て
解

散
し
ま
し
た

1
人
1
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
什
･
=
し
み
を

持
p
i
i
^
1
J
が
.
㌧
透
析
で
牛
か
さ
れ
､
1
日

1
日
を
頑
張
(
て
1
所
を
し
て
い
る
様

f
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た

従
も
通
折
等
の
ス
タ
ン
プ
の
人
々
に

感
謝
し
な
が
.
㌧
､
厳
し
く
生
L
J
l
l
し
て
′
〓

こ
う
-
i
)
総
旨
を
析
た
に
し
生
し
た

1
 
6
年
目
の
出
合
い
に
感
動

そ
し
て
お
け
さ
ん
か
J
r
腎
臓
を
･
E
=
:
き
移

鵬
と
し
て
l
化
′
爪
に
什
八
人
穂
川
を
し
て
い

ろ
　
卜
州
さ
ん
捌
i
Z
と
も
い
モ
し
た
.

払
･
T
=
H
L
f
=
か
=
{
け
れ
ほ
即
日
終
値
を
僻

L
-
処
1
-
7
か
川
‖
T
I
t
l
い
机
に
け
無
駄
な

‥

机

か

L

t

-

た

始
め
に
.
J
=
]
･
j
.
!
･
日
石
由
り
､
-
小
川
-

て
八
八
H
の
維
持
が
あ
り
､
州
ヘ
ム
に
が
1
人
-

-

I

-

.
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.

て
　
化
′
爪
に
1
L
I
i
ツ
ゲ
-
て
い
き
ま
L
I

リ
ー
の
八
日
=
依
L
J
乾
杯
4
-
て
･
_
=
S
へ
た
ト

入

り

ま

し

た

ト

リ

ー

に

は

　

た

く

さ

ん

の

T

l

ト

ノ

ル
や
飲
み
物
(
ウ
ー
ロ
ン
黙
･
コ
カ
T
1
-

ラ
･
ヒ
ー
ル
)
　
が
川
て
､
そ
れ
ぞ
れ
叫

み
の
飲
み
物
を
付
文
を
し
て
紬
や
か
に

的

吏

り

空

し

た

け
先
日
'
そ
れ
そ
れ
叫
小
の
物
を
堪

小
目
病
院
幣
七
八
人
､
秋
の
旅
H
　
(
哩

別
ま
ほ
ろ
は
)
　
に
奉
加
さ
け
1
て
い
た
た

い
一
L
t
､
J
:
た
ん
ふ
ん
t
り
接
す
ろ
こ
L
l

の
少
I
l
 
J
い
仲
川
=
人
た
ち
と
　
細
に
旅

の
北
L
y
を
味
わ
い
■
て
い
た
た
き
本
T

に
あ
り
が
し
し
つ
こ
さ
い
ま
し
た
｡
目
端
t

i
;
恥
て
伽
を
八
日
わ
セ
て
い
て
･
,
I
t
　
利
に

詔
を
す
る
わ
け
で
T
P
L
j
い
い
で
す
カ

ハ
ス
に
乗
(
た
と
き
か
ゝ
]
柴
し
そ
う
な

笑
伽
'
ず
り
と
以
前
か
L
r
加
り
人
口
い
の

よ

う

な

声

の

ト

-

ノ

に

驚

き

､

(

い

杜

_
｣
身
も
つ
ら
れ
て
ウ
キ
ウ
キ
し
て
し
ま

い

ま

し

た

√

　

=

き

の

ハ

ー

キ

ン

ク

エ

リ

旭
川
地
方
腎
友
会

小

野

寺

　

　

　

勉

丁
で
け
3
.
食
を
し
一
り
､
い
よ
い
上
宝
は

ろ

ば

へ

　

　

タ

カ

到

薪

-

､

ホ

テ

ル

の

部
姓
へ
‖
　
誰
か
､
J
と
な
く
　
1
-
さ
ん
何

勺
‖
ー
I
l
l
か
　
｢
調
/
は
と
う
な
の
?
｣

と
l
 
U
つ
た
こ
と
で
話
が
始
ま
り
､
札
な

ん
か
は
　
｢
C
A
P
D
か
ら
移
行
し
た
は

か
り
の
れ
心
斤
で
4
-
午
で
1
年
､
=
{
嘆

マ
ー
ク
の
束
人
で
√
ー
と
か
で
満
が
は

プ
九
t
 
r
{
け
り
比
=
･
v
J
ん
川
じ
▲
柄
い
机
の
仲

附
な
の
L
l
と
∵
､
リ
/
＼
感
じ
た
次
邪
で

十
.
夜
の
七
八
人
､
お
い
-
い
料
川
を
氏

へ
一
J
の
試
h
/
～
/
ナ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
f
-
?

黙
し
ノ
＼
奄
加
･
L
.
J
l
.
T
l
て
い
た
た
き
ま
し
た
)

そ
の
後
の
カ
ラ
オ
ケ
.
日
和
に
鳩
り
-
那

り
ー
村
長
が
日
を
丸
く
･
T
,
･
る
小
で
飲
み

物
を
お
か
か
り
す
る
な
と
体
巾
を
′
机
に

し
な
が
t
;
の
カ
ラ
･
T
T
ケ
で
し
た
　
甘
利
t

L
L
7
峠
切
目
が
常
め
人
新
城
へ
巾
;
.
露

人
凪
H
か
ら
貼
る
軒
1
鮭
､
倒
日
の
よ
し

･
y
J
に
感
刺
し
ウ
ノ
ト
-
　
〉
　
L
H
L
鵜

を
･
)
･
j
れ
て
､
1
き
て
い
る
二
L
r
の
す
け

･
;
し
さ
を
味
わ
い
吏
し
た
.
帰
り
S
作

別

マ

-

ン

ハ

ー

ク

で

は

､

色

L

l

り

と

り

J
J
爪
や
林
リ
イ
ン
色
の
撞
き
油
ろ
上
1

七
色
の
L
l
ヒ
;
･
7
.
何
回
妃
て
も
飽
･
r
J
t
t

い
し
ー
っ
な
爪
軌
の
散
々
､
オ
ノ
ト
セ
ィ

の
曲
目
一
八
等
､
坑
心
に
仰
り
て
楽
し
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
ノ
　
何
に
セ
よ
､
赫

院
の
先
生
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
ん
々
'

腎
友
会
の
人
た
ち
に
は
大
食
こ
告
竹
を

か

け

心

り

稚

う

こ

さ

い

ま

し

た

｡

1

9

9
9
I
'
仏
に
は
入
退
院
の
繰
り
返
し
I

L
L
明
熱
､
f
根
符
の
r
術
等
変
化
に
出

ん
だ
-
叶
で
し
た
が
､
般
縄
に
i
i
k
'
し
い

脚
心
い
を
し
て
終
.
=
ろ
.
り
と
し
て
い
ま
す
u

l
O
C
T
,
I
,
隼
か
ら
2
0
0
0
咋
へ
､
L
J

の
節
目
の
L
T
に
1
き
て
い
て
J
J
か
(
た
‖

神
様
t
札
の
心
臓
を
2
L
L
Z
叶
･
t
L
L
で
ヶ

イ
ム
セ
ソ
ト
し
て
い
る
か
わ
か
り
ま
=
1

ん
か
.
命
あ
る
か
き
り
　
瞬
山
並
さ
し
■

L
%
G
･
の
熱
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
夜
関
連

析
に
入
り
､
退
所
食
の
お
い
し
さ
に
他

動
し
て
や
摂
恥
し
て
い
る
日
々
で
T
･
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小

･

と

　

も

　

に

運
営
委
員
　
宮
　
本
　
好
　
和
　
(
札
幌
)

L
　
私
が
腎
炎
を
確
病
し
た
の
は
､
人
-

T
　
か
ら
L
i
g
叶
=
肌
の
1
9
歳
の
と
き
で
し
た
C

÷
写
縫
､
中
門
遠
に
通
い
冬
竺

…
の
ア
ル
ハ
√
卜
i
t
]
で
風
邪
し
｣
鳩
山
･
t
.
1
が

･
Y
 
I
も
な
(
た
為
し
′
一
H
い
う
　
も
と
も
L
l
男

卜
　
と
女
の
収
.
ト
と
し
て
七
生
れ
た
こ
し
一

･
で
　
も
あ
り
'
体
田
的
に
粥
か
っ
た
の
か

…
も
知
れ
吏
せ
ん
〔
そ
れ
に
従
比
に
幣

ヰ
　
臓
病
の
h
C
=
が
何
人
か
お
り
空
し
た
し

卜
　
そ
の
叫
､
両
税
は
経
　
口
で
花
1
t
㈲

小
目
一
石
1
=
完
.
t
I
性
癖
保
険
†
]
加
入
L

i
.
て
ム
･
;
す
'
す
く
に
入
院
し
て
折
癖

.
>
.
卜
ろ
余
桁
も
な
/
＼
､
･
r
E
宅
に
L
=
j
く
の

か
　
諮
塘
所
か
･
;
斤
推
如
さ
ん
に
t
I
与
々
､

.
ヤ
　
托
肘
に
過
ご
J
も
ら
う
柑
度
で
し
た
｡

与
　
}
-
･
=
 
L
L
T
､
･
鳩
に
対
す
ろ
認
減
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描
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=
し
-
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瓜
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と
う
き
び
の
亡
を
舶
し
て
紙
わ
な
と
し

て
収
を
多
く
川
す
し
一
い
っ
た
加
減
L
か

な
/
＼
　
日
常
脈
状
も
i
S
h
よ
り
あ
り
吏
せ

ん
で
し
た
J
　
そ
の
後
､
5
叶
経
過
し
た

こ
ろ
成
職
L
I
公
社
で
は
他
の
健
収
1
J

仲
間
ヒ
川
じ
様
に
働
き
､
飲
み
に
も
t
=

か
け
た
　
そ
の
間
､
柄
は
静
か
に
進
ノ
目

し
3
3
歳
の
し
き
心
L
り
札
幌
病
院
に
入
院

す
る
が
､
或
る
日
の
倒
､
洗
血
の
時
突

然
に
界
上
り
多
櫨
の
出
血
し
倒
れ
､
そ

の
ま
ま
特
化
を
･
y
J
吏
よ
う
(
　
適
印
し
て

‖
日
間
の
腹
脱
腰
縄
を
施
し
棚
か
.
]
晩

生
て
桁
塘
し
続
け
た
L
　
二
の
7
時
ー
昭

f
E
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へ
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様
な
血
梢
透
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唯
1
山
戸
e
i
l
で
し
た
l
　
少
し
T
 
T
体
調

ち
)
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宇野先生(中央)を挟んで斉藤会長　　　名司会ぶりの
(小結)左と岩崎会長(itF協)　　杉本体-(小袖)さん
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大塚製薬

｣好一ル　動
クリームタイプ

ウレJ t-ルプラスクリーム

メーカ●h棚か03 1.600円(i一樹せ)　均-にめbやすい､ローションタイプ

●乾燥すると､カサついてかゆい時に｡

●お風呂あがりや就喪前に､かゆみを感じるカサカサ皮膚に｡

*かき傷や炎症があると､しみますのでご注意くf='さいo

ウLJパール㊥7.ラスE)-ジョブ
l唾巨効果■かゆみを伴う乾燥性皮F#(老人成人の乾皮症.小児の乾卿生皮di)成分と薬理作用l乾燥性皮JiFの治療には､か

ゆみを早めに止めると同矧こ･カサカサした皮f+を正矧こすることがI要です0 ､1自然保′冠且子の尿素と､ビタミンEが､かさ

つく肌をなめらかにし･潤いを与えますn '2億葡シフ=ンヒドラ三ン･d一カンフル､リドカインの3種類の薬剤が､不快なかゆみ

をしずめますoメ-カー希望小売価格1 00mは000円(消井税抜き) ※お求めは･薬局､薬店J-パートやスーパ-の薬品部でt,

この医薬品は､ r使用上の注意｣をよく読んで正しくお使いください｡
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スーパー温浴風セット

嘉.,之

不思議な入浴車新体験｡
1週間無料体験モニター募集中

モニターのお申込は､オンキョーリブ㈱お年様相談Iiミ
フリーダイヤ/レ白面0120-,L3卜fi()65まで

:-お客様の声1:

しもやけが出来ない様になった｡

荒れ性肌か良くなった｡足のむくみが取
れた｡ (女性透析歴8年)

体重管理はできているか､体が冷え､痛
みが出るので｢湯カラッと｣を使ってい
る｡傷みが和らぎ肩コリも楽になり､便通
も良くなった｡

(女性透析歴1 7年)

人工透析をしていてかゆみガ出ていた
が､入浴後は肌がしっとりしてかゆみが取

れた｡汗をかく事により､体重管理かしや
すくなった｡

(男性透析率1 5年)

●体重管理が楽になった｡
●体が温まり調子が良い｡
腹膜透析をしているうちに年々腹膜の調
子が悪くなってきたが､ ｢湯カラッと｣を使
用し始めてから腹膜の調子が良くなっ
た｡ (女性透析歴6年)

体が温まっている時間が長く続くの
で血行が良くなり体調も良い｡

(男性透析歴15年)

1時間の入浴で多量の汗が出る｡

通常のサウナに比べ､比較にならない

ほど負担が少なくて良い｡

(男性透析歴12年)

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■

※高血圧の方や心疾患のある方は使用に際し担当医師にご相談下さいn

｢湯カラッと｣は､おだやかな温度の波とカラッとしたスチーム温浴風の

相乗効果で自然な発汗作用をもたらし､新陳代謝を活発にする､

全く新しい入浴器具でもお風呂でもサウナでもありません

●お部屋で簡単に使用できます｡

●組立､後片付けがラクラクl
畳1帖分のスペースでOK｡

●好きなところで好きな時間に入浴｡

●熱さや息苦しさのない
リラックス入浴｡

●熱くなく多圭に発汗｡

●1回3□分の入浴は
わずか5-9円の電気代で
使用でき経済的｡

●体の芯まで温まり､
美容と健康に効果的｡

+乾燥機能が付いて衛生的0

- _______________二二ヲ

●

標準価格218.000円(税別)通産省認可商品第B1-22557号

毒Jt様特別dt稽1 74,400円(税別)

オンキヨ-JJブ㈱　東京都中央区八重洲2丁目3番12号オンキョー八重洲ピル

Te1 03-3548-1571　Fax 03-3548-1573

-27-

Lf=

担当　志田

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

=

●

●

●

=

●

=

●

●

●



t

、

川
口

Ｑ

昭

IL，

4Ｘ

Ｉ
吋
哺
元
‐
皿
抑
ご
岡
‐
・
Ｓ

り
　
’
心
り
1
0
日
Ｉ
山

目』

哨

所

○
！
Ｉ
‐
“
1
1
1
1
f
／

－
自
1
1
1
1
1

弛

げ
叫

に
吋
６
ご
Ｉ
れ
心
‐
’
恥
‐
‥
月
ｔ
‐
．
Ｌ

　

’
‘
１
１
・
ｊ
ｆ
Ｆ
’
ｒ

　

卜
ｆ
’
Ｉ
・

礼
　
犀
　
‐
‐
　
朗
　
Ｉ
　
九
　
’
で

づ
言
叫
づ
こ
”
げ
物
協
’
、
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
記
妬
心
）

り質は．

eすが。

ｉｈＪ･

･九7μｚl乙

　　　　　　

１

呵万登りうぶ」

μ讐

;1／ダコスト
ー
刄μリ.託
-
勿匁心らず.

fS?ろ‘?と.食

りlt辿風味

E･ll記 算出忿額は、tL幌巾近

　

郊の場介です｡遠距離の場

　

介は、別途ご相談させてい

　

ただきます。

コjＣI

Ｕ

・

m
ｍ
．
＆
”
゛
“
゛
・
。
゛
゛

　

。
゛
”
’

　

・
゛
‐
。
Ｑ
．
ｇ

　
　
　

ｌ

　

ｊ

　
　
　
　
　

ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

甲

　
　

ロ
。
・
り
’

　
　

□
’
一
ａ
’
。
ｒ
。
’
｀
、

　

’
‘
‐

プ
ｘ
ｙ
ｙ

｀
一
泰

ｔ

ヽs･

　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

　　　　

‾

　

:iiK'j'3i:iuij‘rti4IFりＪ｢ti＼tχ力Iりリ^<saでΞ3

y収

　　　　　　　　　　

道腎協特別jilSI…2｡00田(随)

C.

　　　　　

-‘｀

　

1｡

　

-･゛7
|'

■お問い合わせ、ご注文は下記まで

　

◇受付時間

　

午前10:0(卜午後５：印)(目1・祝日を除く)

　　　　　　　

株式会社

　

プロテック

　　　　　　　

札幌巾白石区本郷通7 j‘日南3－2

　　　　　　　

TI弛０ 1 1 (S()4) 1」３２

　　　　　　　

励a 0 120 － 8876:32 (ははなるみず)

　

旭川地区収扱店

　

かがやきll房

　

TKl. 0166(t29)129ﾚ1

環境汚染
　

今、文明祉会が産み出した化学物

質が、大気、室内環境、食べ物、水を
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経山､して、体内環境を汚染μ、怖に

自然治癒力,(回復力)を芦
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康を蝕み始めています。ご

私たち,の飲み水の水源で
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ある河ﾐ

　　　　　　

|.

　　

|I

　

･･ I　I　II

やこr:場湖水廻流,され．陶1吠’

拗で蜻用,在4T呵Tひ頌鼎即興

数多ぐ我りまｔ．
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そ:のWJの水をぷ判編で恥

している水道4く隊ばＭ､迎堤β
･ａ匹ｎ恥

霖塵溜廻

ア゛k号ニフiヽ奄どv4£QM<S艦齢

化刳邸詣質ﾌｉ泡隠･.‘ｉ’ L姥

ん陥りますな!－
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